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「流通手段と資本」（｢資本論」

第３部第２８章）の草稿について

－第３部第１稿の第５章から

大谷禎之介

1．はじめに

これまで，現行版「資本論」第３部の「第５篇利子と企業者利得とへ

の利潤の分裂。利子生み資本｡」のためにエンゲルスによって利用された，

マルクスの「資本論」第３部第１稿の「第５章利子と企業利得（産業利

潤または商業利潤）への利潤の分裂。利子生み資本｡」についての考証的

研究を続けてきた')。筆者としては，これら一連の考証作業のなかで，エ

ンゲルス版では見えなくなっているマルクスの理論的展開の筋道を探り出

す努力をしてきたつもりであり，草稿のたんなる紹介に終始してきたので

はないつもりではあるが，しかし，筆者の作業が読者の多くにとってもつ

最大の意義が，マルクスの草稿の内容それ自体の紹介にあったことは言う

までもない。エンゲルス版がマルクスの草稿と著しく異なっていることが

次第に明らかになってきて，多くの研究者が草稿の内容に触れることを切

望しているにもかかわらず，草稿を所蔵する社会史国際研究所でそのフォ

トコピーを閲覧することはできるにせよ，それを読みこなすのは容易では

なく，一般には簡単に近づけるものではなかったから，不十分なものであ
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れ，筆者の作業もそれなりの意義をもつことができたのである。筆者の考

証上の判断ないし解釈には同意されない多くの読者がこの作業の進展に期

待してくださってきたのも，そのためであった。

このたび，待望の，この第５章を含む「資本論」第３部第１稿が，よう

やく，ＭＥＧＡの第２部第４巻第２分冊として刊行された。

こうして，原文を読むことができる研究者であれば，ＭＥＧＡによって

草稿がどのようになっているのかを知ることができるのであり，エンゲル

ス版との対比も自分で行なうことができる。筆者の日本語訳を基本とする

紹介を，隔靴掻痒の思いで利用されてきた多くの研究者は，すでに，積年

の憂さをはらすようにＭＥＧＡに飛びつかれていることであろう。この意

味では，筆者の草稿紹介の作業の意味は大きく減退することは明らかであ

る。けれども，彪大な付属資料を付したＭＥＧＡは，誰でもが容易に利用

し読みこなすことができるというものではないし，またエンゲルス版との

相違を洗い出すことも，じつはそれ自体としてかなりの煩頃な作業を必要

とするものである。草稿とエンゲルス版との相違は，いずれは，１８９４年

刊行のエンゲルス版を収めるＭＥＧＡ第２部第１６巻（第２部の最終巻）

の付属資料に記録されることになるが，それまでは，マルクスの草稿と現

行版とを逐一突き合せる作業をしなければならない。このように考える

と，第３部第１稿が公刊されたあとでも，マルクスの草稿を日本語で紹介

し，かつエンゲルス版との相違を拾い上げる作業は，依然としてそれなり

の意味をもちうるのではないかとも思われる。

そこで，すでに以前に作業を終えていたが，内容の若干の分析を書き加

えるつもりでいた第２８章部分についての本稿を，これまでと同じスタイ

ルで発表することにした2)。

なお，本稿の準備はすべて筆者のノートによって完了していたのである

が，発表されたＭＥＧＡのテキストの部と照合して必要な補正を行ない，

またＭＥＧＡの解読と筆者の解読とが異なる場合には，そのことを注記し

た。また，異文についてはＭＥＧＡの付属資料の部（Apparat）に収め
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られている「異文目録」を利用して訳注を補充し，さらに「注解」の訳文

をパラグラフごとに付け加えた。

筆者のこの方面での作業の今後の進め方はまだ決めかねているが，第５

篇の内容に関心をもたれている読者のために，エンゲルス版との相違の詳

細な注記はとりあえず棚上げにして，ＭＥＧＡによって第３部第１稿第５

章の残っている部分，すなわち第５篇第29章～第36章に当たる部分のテ

キストをまとめて訳出してしまうことが有意義かとも考えている。

さて，本稿が取り扱うのは，マルクスの第３部第１槁の「第５章利子

と企業利得（産業利潤または商業利潤）への利潤の分裂。利子生み資本｡」

のうち，エンゲルス版第３部の「第28章流通手段と資本。トウックと

フラートンとの見解｡」に利用された草稿部分であり，草稿の328-335

ページにあたる。本稿でも，第３部第１稿についてのこれまでの一連の拙

稿と同様のしかたで草稿の訳文を掲げ，それに草稿とエンゲルス版との相

違を注記する。

エンゲルスはその序文で，「第２７章と第２９章とはほとんど原稿どおり

でよかったが，第２８章ではあちこちで配列を変えなければならなかった」

と書いている。そしてじっさいここには，「原稿中のここに続く箇所は関

連が理解しにくいので，次の括弧の終りまでは編者が新しく書き換えたも

のである」として，エンゲルスが挿入した長い注があるので，「あちこち

で配列を変える」というのは，もっぱらここにかかわる程度のものである

ように見える。ところが，実際は，この部分でのエンゲルスの手入れは，

その量が多いだけではなく，記述の内容にかかわるようなものも見受けら

れる。これまでエンゲルス版を使ってきた人々にとっては，これらの手入

れは見過ごすことができないものであろう。

1）以下のものを参照されたい。①「｢貨幣取扱資本」（『資本論」第３部第１９

章）の草稿について｣，『経済志林」第50巻第３．４号，1983年。②「｢信用と

架空資本」（｢資本論」第３部第25章）の草稿について（中)｣，『経済志林』第
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５１巻第３号，1983年。③「｢資本主義的生産における信用の役割」（｢資本論」

第３部第27章）の草稿について｣，『経済志林』第５２巻第３．４号，1985年。

④「｢利子生み資本」（『資本論」第３部第２１章）の草稿について｣，『経済志

林」第56巻第３号，1988年。⑤「｢利潤の分割」（『資本論」第３部第22章）

の草稿について｣，『経済志林」第56巻第４号，1989年。⑥「｢利子と企業者

利得」（｢資本論」第３部第23章）の草稿について｣，『経済志林」第57巻第１

号，1989年。⑦「｢資本関係の外面化一（『資本論』第３部第２４章）の草稿に

ついて｣，『経済志林』第５７巻第２号，1989年。⑧「｢貨幣資本の蓄積」（『資

本論」第３部第26章）の草稿について｣，『経済志林」第57巻第４号,1990年。

2）本稿の発表を引き伸ばしてきたのは，草稿そのものの紹介に先立って，まず

草稿第５章（エンゲルス版第５篇）のなかでのこの部分（エンゲルス版第２８

章）の位置にかかわる最近のいくつかの文献について触れたうえで，次にマル

クスの草稿そのものに即してこの部分での論旨を追い，最後に，いわゆる〈流

通手段の前貸と資本の前貸＞について若干の考察を加えておきたいと考えてい

たからであるが，第３部草稿の公刊に伴って内容の練り直しが必要になったと

判断し，とりあえずこれらの部分はいっさい省いて，本文の紹介の部分だけを

発表することにした。

2．第28章の草稿，それとエンゲルス版との相違

本節では，第３部第２８章に用いられたマルクスの草稿を見る。これま

でと同様に，草稿からの訳文をかかげ，それに，エンゲルス版（ＭＥＷ

版，また必要に応じて，エンゲルス自身の手にかかる唯一の版である

1894年のマイスナー版一「1894年版」と略称する－）における手入

れを注記する。注記する手入れ（相違）の範囲や用いる記号類は，これま

でのものと同じである。なお訳文には，岡崎次郎氏の訳（大月書店刊の諸

版）を土台として使わせていただいたが，ほとんどそのままとなっている

ところもあれば，大きく手を加えたところもある。いずれにせよ訳文は，

エンゲルス版との相違を示す必要に大きく制約されていることをご理解い

ただきたい。

草稿そのものの取り扱いおよびそれへの注記にかんする約束事は，次の
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とおりである。

注記のさいに，エンゲルス版とは異なる，草稿でのマルクスの原文をな

るべく示すことを原則とする。エンゲルスの手入れは，訳文でも変更が生

じるものばかりでなく，同じ意味の別の単語で置き換えた場合，文章構造

の変更，括弧類の変更，なども注記する。しかし，次のようなものは煩煩

になるだけだと思われるので，原則として取らないことにする。－正書

法上の変更，語||頂の局部的な変更，人称変化・格変化の訂正，定冠詞の削

除・挿入，前置詞などの文体上の反復挿入，同じ動作名詞の－ung形と

-ｅｎ形との交換，意味にほとんど変更をもたらさない句読点の変更，語句

の局部的変更，等々・

行の上などに書き込まれていることによって，あとから（といっても直

後かもしれないのであるが）書き込まれたことがわかる語句は《》で示

す（これらはＭＥＧＡの異文目録に載録されているが，それと異なる部分

については注のなかで触れている)。それ以外のマルクスによる異文は，

ＭＥＧＡの異文目録によって，訳注に〔手稿異文〕として注記した。その

さい，「Ａ←Ｂ←Ｃ」は，草稿でＡとなっている部分は，Ｂを訂正した

ものであり，ＢはさらにまたＣを訂正したものであることを示し，抹消

部分については，その旨を記載した。

｛｝はマルクスによる角括弧，〔〕は筆者の挿入である。下線による強

調は，とくに注記しないかぎり，すべてマルクスの草稿における，１本の

下線による強調である。エンゲルス版では，この強調は原則として省かれ

た。エンゲルス版で強調されている部分（1894年版では，隔字体，ＭＥＷ

版ではイタリック体）は，そのつど，注記する。

マルクス自身の注は，筆者の注と区別できるようにするため，その注番

号をゴシック体にし，またそのまえに【原注】と記す。

草稿ページは次の記号で示す。ここでの数字および語句はもちろん例示

のためのものである。

’3261ＥＳ…ここから３２６ページが始まる。
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／326／ＥＳ…ここから326ページの中途のある部分が始まる。

…sｏｌここまでのページが終わる。

…ｓｏ／ページの途中でいったん切れることを示す。つま

り，このページにはさらに別のなんらかの記述があ

ることを示す。

ＭＥＧＡのテキストの部では，本稿に収めた部分は５０５ページ３行目か

ら５１９ページ１０行目および，５１９ページ２６行目から５２０ページ１３行

目までの2箇所であるが,このページはその最初に唾のように記し
た。ただし，原注については，ページを記載しなかったが，本文のなかの

注番号のあるページの下部（次ページの下部に続けられている場合もあ

る）に脚注として収められている。

ページの変わり目が文の中途である場合には，あとのページの最初の語

の直前をその変わり目とみなす。

注のなかでは，草稿とエンゲルス版との相違は，草稿訳文の該当部分を

まず掲げ，次にそれがエンゲルス版でどのようになっているかを記す，と

いうしかたで示す。すなわち，「Ａ→Ｂ」は，草稿中のＡがエンゲルス

版ではＢに変えられていることを示し「Ａ－削除」は，草稿中のＡが

エンゲルス版では削除されていることを，「挿入一Ａ」は，エンゲルス

版ではここにＡが挿入されていることを示す。意味の変化をもたらさな

い語句の変更（外国語のドイツ語への変更，文体上の統一や改善一とエ

ンゲルスには思われたもの－のための変更，等々）については，誤解が

生じないかぎり，訳文中の訳語の直後に原語を〔〕に入れて示した（こ

のような場合でなくても，原語を示したほうがいいと判断した場合には，

それを〔〕に入れて示している)。場合によっては，注のなかで，訳語を

掲げたあとに，原語で「Ａ→Ｂ」とする仕方で示した。これらの変更の

記載は，煩珀をさけるために，網羅的ではなく適宜取捨選択してある。

ＭＥＧＡの「注解〔Anmerkung〕」は，該当箇所の最初のところに丸

付き数字をつけ，訳者注の前に訳出した。
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なお，「貨幣資本」ないし「貨幣資本家」の原語がmoniedcapitalな

いしmoniedcapitalistである場合には，必ずそれを〔〕に入れて示し

ているので，この語がない場合には，原語はGeldcapitalないしGeld

capitalistとなっているわけである。
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囮/328上／ 1）２） 

1）草稿328ページ上半の，現行版第２７章相当部分が終わったところで，約２

行分の行間に横線が引かれている。

2）挿入一「第28章流通手段と資本。トウックとフラートンとの見解」（表

題）

①トウック')，ウイルスン，等々2)がしている，Circulation3)と資本と

の区別はそしてこの区別をするさいに，鋳貨としての流通手段と，貨幣

と，貨幣資本と，利子生み資本（１）英語の意味でのmoneyedCapital)ｲ）

とのあいだの諸区別5)が，乱雑に混同される〔）〕6)，次の二つのことに帰

着する。－

①〔注解〕〔ＭＥＧＡ，Ⅱ/42,〕４７２ページ24-31行を見よ。〔この箇所は，第５

篇第25章にあたる部分（ＭＥＷ,Ｂｄ２５,Ｓ､417）で，トウックからの二つの引

用が収められているマルクスの次の原注を指している。－「｢銀行業者の業

務は二様のものである。すなわち，第１に，資本を直接に運用できない人びと

からそれを集めて，それを運用する人びとに分配し移転することである。これ

は資本の流通である。もうひとつの部門は，彼らの顧客の所得から預金を受け

入れ，顧客が消費の対象に支出するのに或る金額を必要とするときにそれを払

い出すことである。これは通貨の流通である｡」（トゥック「通貨原理の研究

……』，第２版，ロンドン，1844年，３６ページ｡）「一方は，－面では資本の集

中，多面ではその分配であり，他方は，それぞれの地方の地方的目的のための

流通の管理である｡」（同前，３７ページ｡)」（拙稿「｢信用と架空資本」（｢資本

論』第３部第２５章）の草稿について（中)｣，「経済志林』第５１巻第３号，１６

ページ，所収｡)〕

1）エンゲルス版では，ここに，長い注がはいっている。それは，現行版（ＭＥＷ

版）では，次のようになっている。－

「これに関連するトゥックからの引用は３９０ページではドイツ語の抜き書き

で引用したが，それをここでは原文で挙げておこう。，,Thebusinessofbank‐

ers，settingasidetheissueofpromissoｒｙｎｏｔｅｓｐａｙａｂｌｅｏｎｄｅｍａｎｄ， 

ｍａｙｂｅｄｉｖｉｄｅｄｉｎｔｏｔｗｏｂｒａｎｃｈｅｓ，correspondmgwiththedistinction 
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pointedoutbyDr．（Ａｄａｍ）Smithofthetransactionsbetweendealers 

anddealers，andbetweendealersandconsumers・Onebranchofthe

banker'sbusinessistocollectcapitalfroｍｔｈｏｓｅｗｈｏｈａｖｅｎｏｔｉｍｍｅ‐ 

diateemploymentforit，ａｎｄｔｏｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｏｒｔｒａｎｓｆｅｒｉｔｔｏｔhosewho 

have・Theotherbranceistoreceivedeposiｔｓｏｆｔｈｅｉｎｃｏｍｅｏｆｔｈｅｉｒｃｕｓ－

tomers，ａｎｄｔｏｐａｙｏｕｔｔｈｅａｍｏｕｎｔ，ａｓｉｔｉｓｗａｎｔｅｄｆｏｒｅｘｐｅｎｄｉｔｕｒｅｂｙ 

ｔｈelatterintheobjectsoftheirconsumption…theformerbeinga 

circulationofcapital，thelatterofcurrency.“（Tooke，，,Inquiryinto 

theCurrencyPrinciple"，ｐ､３６）前者は，,theconcentrationofcapital

ontheonehandandthedistributionofitontheother“であり，後者は

,,administeringthecirculationforlocalpurposedofthedistrict“であ

る（ibidp､37.)。－正しい見解にはるかに近づいているのは，次の箇所で

のキニアである。「貨幣は，２つの根本的に違う操作を行なうために使用され

る。商人どうしのあいだでの交換の媒介物としては，貨幣は資本の移転が行な

われるのに役立つ用具である。すなわち，貨幣での－定額の資本と商品での同

額の資本との交換である。しかし，労賃の支払や商人たちと消費者たちとのあ

いだの売買に用いられる貨幣は，資本ではなく，収入である。すなわち，社会

の収入のうちの，日常の支出に向けられる部分である。この貨幣は不断の日常

的使用のなかで流通している。そして，ただこれだけが，厳密な妥当性をもっ

てCurrencyと呼ぶことのできるものである。資本の前貸はまったく銀行や

その他の資本所有者の意志にかかっている，－というのは，借り手はいつで

も見つかるからである。ところが，Currencyの額は，貨幣が日常的支出のた

めにそのなかで流通している社会の必要にかかっているのである｡」（JG

Kinnear，,,TheCrisisandtheCurrency``，London1847,［ｐ､3,4].） 

この注の最初の部分で，「これに関連するトウックからの引用は３９０ページ

ではドイツ語の抜き書きで示した」とされているが，ここでの「390」という

ページ番号には，「本巻，４１７ページを見よ」という編集者の脚注が付されて

いる。この「417ページ」とは，エンゲルス版の第２５章のなかの，トウック

からの引用のあるページである。そこでは，トゥックの著書の３６ページおよ

び３７ページからの２つの引用のあとに，「われわれは第２８章でこの箇所に立

ち返る｡」と書かれており，このページ指示がこの箇所についてのものである

ことは確かであろう。それでは，「390」という数字は，なにについてのページ

番号なのであろうか。現行版ではそれについてのなんの説明もないのであるか

ら，読者は，これは草稿のページを指しているものと考えるかもしれない。そ

して，もしそのように考えるなら，当然に，この注そのものもマルクスによっ
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て草稿そのもののなかに書かれているものだと考えるほかはないことになるで

あろう。ところが奇妙なことに，このページ指示は，１９９４年版では「581｣，

かつてのいわゆるインスティテュート版では「440f・」となっているのである。

後者の「440ｆＪは，第２５章のなかの上記の引用箇所があるインステイテュー

ト版のページである。つまり，この数字はインスティテュート版の編集者がつ

けたページなのである。それでは，インスティテュート版が依拠したはずの

1994年版の｢581｣とは，なにについてのページ番号なのであろうか。それは，

まず，この1994年版そのもののページ番号ではありえない。なぜなら，１９９４

年版の第３部は，第５篇第２８章までが第１分冊，第２９章以降が第２分冊と

なっており，前者の最後の印刷ページが448ページ，後者のページも１ページ

からつけられていて，その最後の印刷ページが４２２ページとなっているので

あって，これにはそもそも581ページは存在しないのだからである。またそれ

がマルクスの草稿のページを指しているのでないことは，第３部第１稿の最終

のページ番号が575であり，総ページ数をかぞえても580ページしかないのだ

からである。

じつは，１９９４年版の第３部第１分冊の３９０ページが，第２５章のなかの

トウックからの引用のあるページなのである。現行版での「390ページ」とい

う指示は，1994年版のページづけに合わせて，現行版の編集者がつけたもの

なのであった。それでは，その１９９４年版自身ではなぜ「581ページ」となっ

ているのであろうか。ありうるのは，エンゲルスの印刷原稿で，この原稿の

ページを指示していたものをそのまま活字にし，組み上げられた書物のページ

数に合わせて変更することを忘れたという可能性である。しかし，1994年版

で，エンゲルスの序文のあとに付けられたこの版の「誤植訂正」表にも，この

部分についての記載はない。しかし，いずれにせよこの数字がマルクス自身に

よって書かれたものでないことだけは確かである。

すでに別稿で紹介したように，エンゲルス版第25章のなかで，「われわれは

第28章でこの箇所に立ち返る｣，とされているトウックからの２つの引用は，

銀行の預金についての説明の最後に，「ただ少しずつ消費しようとする収入も，

銀行に預金される｣，という文章の最後にマルクスによって付けられた注であ

り，「われわれは第28章でこの箇所に立ち返る」という文章は，エンゲルスに

よるものであった（拙稿「｢信用と架空資本」（｢資本論』第３部第25章）の草

稿について（中)｣，『経済志林』，第５１巻第３号，1983年，１６，１８ページ，お

よび，「｢信用と架空資本」（『資本論』第３部第25章）の草稿について（下)｣，

『経済志林』，第５１巻第４号，1984年，３１ページ，参照)。このように，エン

ゲルスが，第２５章のこの箇所と第28章とを関係づけたことから見ても，この
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注での「……ページでドイツ語の抜き書きで示した」という部分がエンゲルス

によるものであることは間違いのないところであろう。

さて，この注のなかの後半には，キニアからの引用が収められているが，こ

れは，マルクスの草稿では，『銀行法委員会報告』１８５７年，『エコノミスト』，

その他の文献からの抜華からなる第５章５）の最後の雑録に，「資本の移転お

よび所得の実現のための貨幣〔Moneyftransferofcapitalandrealisa-

tionofincome〕」という見出しをつけて，引用されている（草稿，３８５ペー

ジ，ＭＥＧＡ,Ⅱ/4.2,ｓ643-644)。この見出しのもとには，この注に取り入れ

られているキニアの著書の３，４ページからの引用のほかに，さらに同書の５

ページからの引用があり，エンゲルスはこれを第33章「信用制度下の流通手

段」のなかで使っている（ＭＥＷ,Ｂｄ２５,Ｓ541)。このように，この注は，マ

ルクスの抜幸を利用しながらエンゲルスが書いたものだと言うことができる

のである。（なお，上記のキニアからの訳文は，草稿３８５ページでの英文の引

用によった。また，そこでの下線によるマルクスの強調を示しておいた｡）

2）「等々〔etc.〕」→「その他〔undandre〕」

3）Circulation，Zirkulationは，言うまでもなく「流通」の意味にも，「通

貨」の意味にも，さらに銀行用語ではイングランド銀行券の「流通高」の意味

に用いられる。そしてこの第28章部分では，この語がこの３つの意味で自在

に使われている。エンゲルス版でもZirkulationが，同様にこれらの意味で

使われているが，エンゲルスはまたしばしば，これらをドイツ語で（Zirkula‐

tionsmitteLUmlaufsmittel,SummederZirkulationなどのように）訳し

分けてもいる。邦訳ではそれらのそれぞれに，エンゲルスの独訳によったりし

て，１つの訳を与えている。もちろんそのような訳し分けが不可能であるわけ

ではないが，どちらとも断定できない微妙なケースがあるほか，マルクスが意

識的にこの語の両意性を生かしていると考えられるところもあるので，本稿で

は，草稿でのCirculationまたはCirculationを，この語のまま掲げることに

する。

4）「（」および「）」－削除。

5）「鋳貨としての流通手段と，貨幣と，貨幣資本と，利子生み資本（英語の意

味でのmoneyedcapital）とのあいだの諸区別〔dUnterschiedezwischen

CirculationsmittelalsMUnze，Ｇｅｌｄ，Geldcapitalu・ZinstragendemCa-

pital（moneyedcapitalimenglischenSinn)〕」→「貨幣としての，貨幣資

本一般としての，利子生み資本（英語の意味でのmoneyedcapital）として

の流通手段〔dieUnterschiedezwischenZirkulationsmittelalsGeld，als

GeldkapitalUberhaupt，undalszinstragendesKapital（moneyedcapi-
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talimenglischenSinn)〕」

6）「〔）〕」→「のであるが,」

囮')､収入の支出2)を媒介し，したがって個人的消費者と小売商人
~この範晴には消費者（生産的消費者すなわち生産者とは区別される個

人的消費者）に売るすべての商人を含めることができる－とのあいだの

交易3)を媒介するかぎりでの，鋳貨⑪（貨幣）のCirculationl5)。ここで

は貨幣は，たえず資本を補填する6)とはいえ，鋳貨の機能において流通す

る。そして,7)一国の8)貨幣のうちの或る部分は，総流通貨幣のうちこの

分量をなしている構成部分はたえず入れ替わるにせよ9)，いつでもこの機

能に当てられているのである。これに反して，購買手段（流通手段）とし

てであろうと，支払手段としてであろうと，貨幣が資本の移転IC)を媒介

するかぎりでは，この貨幣は資本Ⅲ)である。この区別に従えば'2)，この貨

幣を鋳貨から区別するものは，購買手段としての機能でもなければ支払手

段としての機能でもない。というのは，商人と商人とのあいだでも，彼ら

が互いに現金で'3)買い合うかぎりでは貨幣は購買手段として機能するM）

ことができるし，また15)商人たちと消費者たちとのあいだでも，信用が

与えられて収入が《まず》消費されてからあとで支払が行なわれるかぎり

では，支払手段として働くことができるからである。だから区別は，第２

の場合にはこの貨幣が一方の側（売り手）のために資本を補填するだけで

はなく，他方の側（買い手）によっても資本として支出され'6)るという

区別である。つまり区別は，実際には，収入の貨幣形態'7)と資本の貨幣

形態'8)との区別であって，Circulationと資本とのあいだの'9)区別では

ない。というのは，貨幣の一定の部分が，第１の機能においてとまったく

同様に，商人どうしのあいだの媒介物として流通しているのだからであ

る20)。ところが，２１)次のことによってさまざまな種類の混乱がはいって

くる。-22)ａ)23)機能上の諸規定の混同によって，ｂ)2ｲ)この２つの異

なった機能における25)流通する貨幣の量に関する問題の混入によって，

C)26)２つの機能で流通する，したがってまた再生産過程の２つの部面で
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流通する通貨〔Currencies〕の分量27)の相互間の相対的な割合に関す

る問題28)。２９)ａ30)については，貨幣は一方の形態にあればCirculation

(Currency）で他方の形態にあれば資本だ，というトゥックの表現のなか

にすでに混乱がある｡３Ｄ収入の実現32)のためであろうと資本の移転のため

であろうと，貨幣がどちらかの機能で役立つかぎり，貨幣は売買または支

払において，購買手段または支払手段として，そして広義では流通手段と

して機能するのである。貨幣がその支出者たちまたは受領者たち33)の計

算のなかでもっているそれより進んだ規定，すなわちそれが彼ら3ｲ)に

とって資本を表わすか収入を表わすかという規定は，この点では絶対にな

にも変えない。そして，このこともまた二重に現われる。２つの部面で流

通する貨幣の種類は違うとはいえ，同じ貨幣片，たとえば１枚の５ポンド

銀行券は,一方の部面から画他方の部面に移って行って両方の機能を
かわるがわる行なう。これは，小売商人が自分の資本に貨幣形態を与える

には，彼が自分の買い手から受け取る鋳貨の形態による《ほかはない

〔allein〕》ということだけからも必要な35)ことである。本来の補助鋳貨は

たえず小売商人〔Epicier〕の手のなかにある36)とみなすことができる。

彼は37)釣り銭の支払のためにたえずそれを必要とし，また自分の客から

たえずそれを取り戻す38)。しかし彼はまた貨幣をも受け取る，すなわち価

値尺度たる金属で造った鋳貨，つまりイギリスでならば半ソヴリン貨やソ

ヴリン貨39)，および銀行券，ことに小額の種類の銀行券40),４１)たとえば５

ポンド券や１０ポンド券４２)をも受け取るのである。これらの金４３)や銀行券

を,ｲｲ)彼は毎日１５)，取引銀行に預金し，これをもって（４６)自分の銀行預金

への指図47)によって)ｲ8)自分の手形49)の支払をする50)。しかし同様にた

えずこの同じソヴリン貨や半ソヴリン貨５１)や銀行券が，消費者として

の52)全公衆によって，彼らの53)収入の貨幣形態として銀行からふたたび

(直接または間接に)5ｲ)引き出され，こうして55)たえず小売商人56)の手に

還流し，このようにして彼のために彼の，資本・プラス・収入，の57)新

たな58)一部分を実現するのである。’
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l）「Ｉ）」－削除。

2）「収入の支出」－エンゲルス版でも強調されている。

3）「交易」－はじめtradeと書いたのち，ｃｏｍｍｅｒｃｅと変更している。エ

ンゲルス版はVerkehrとしている。

4）「鋳貨」－エンゲルス版では強調されている。

5）「……かぎりでの，鋳貨（貨幣）のCirculationｌ〔Circulationld

MUnze（Geld),ｓｏｗｅｉｔ…〕」→「流通手段は，一方では，……かぎりでは，

鋳貨（貨幣）として流通する。〔DasZirkulationsmittelzirkulierteiner-

seitsalsMUnze（Geld)ｓｏｗｅｉｔ…〕」

この「Ｉ」は，上部のセリフ（横線）が右側に大きく突き出していて，か

ろうじて「Ｉ」と読めるか，というように書かれているものである。エンゲ

ルスは，これを「第１に」と読んで，「一方では」としたのかもしれない。

ＭＥＧＡの解読に従っておく。

６）「資本を補填する」－エンゲルス版でも強調されている。

７）「そして，〔aber〕」－削除。

８）「一国の」descountry→ineinemLande

９）「総流通貨幣のうちこの分量をなしている構成部分はたえず入れ替わるに

せよ〔obgleichdiesQuantumausbestAndigwechselndenconstituent

partsdgesammtencirculirendenGeldesbesteht〕」→「この部分をなし

ている個々の貨幣片はたえず入れ替わるにせよ〔obgleichdieserTeilaus

bestandigwechselndeneinzelnenGeldstUckenbesteht〕」

10）「資本の移転〔transfersｖ・Capital〕」－エンゲルス版でも強調されて

いる。

11）「資本」－エンゲルス版でも強調されている。

12）「この区別に従えば〔danach〕」→「したがって〔also〕」

13）「現金で〔mitcash〕」→「現金と引き換えに〔gegenbar〕」

14）「機能する」functioniren→fungieren以下，functionirenのfun‐

gierenへの変更はいちいち注記しない。

15）「商人たちと消費者たちと」→「商人と消費者と」

16）挿入一「，前貸しされ」

17）「収入の貨幣形態」－エンゲルス版では強調されている。

18）「資本の貨幣形態」－エンゲルス版では強調されている。

19）「のあいだの〔zwischen〕」→「の〔von〕」

20）「貨幣の一定の部分が，第１の機能においてとまったく同様に，商人どうし

のあいだの媒介物として流通しているのだからである」→「商人どうしのあ
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いだの媒介物としても消費者と商人とのあいだの媒介物としても，貨幣の量

的に一定の部分が流通しているのであり，したがって貨幣はどちらの機能に

あっても等しくZirkulationなのだからである」（手稿では，「まったく同様

に〔ebensowohl〕」の部分が，誤ってebensosowohlとなっている｡）

21）挿入一「トゥックの見解では」

22）エンゲルス版では，ここで改行されている。

23）「a)」→「1Ｊ（1994年版では「1)」となっている｡）

24）「b)」→「2Ｊ（1994年版では「2)」となっている｡）

25）「この２つの異なった機能における〔indbeidenverschiednenFunctio-

nen〕｣→｢どちらの機能にあるものもひっくるめての〔mbeidenFunktionen

zusammengenommen〕」

26）「c)」→「3Ｊ（1994年版では「3)」となっている｡）

27）「通貨の分量」－Quantisv・Currencies→MengenvonUmlaufsmit-

teln 

28）挿入一「の混入によって」

29）エンゲルス版では，ここで改行されている。

30）「a」→「1」

31）「ａについては，貨幣は一方の形態にあればCirculation（Currency）で

他方の形態にあれば資本だ，というトゥックの表現のなかにすでに混乱があ

る｡」→「ａについて。貨幣は一方の形態にあればCirculation（Currency）

で他方の形態にあれば資本だ，という機能上の諸規定の混同｡」（1994年版で

は，「ａについて」のあとは，コンマになっている｡）

32）「収入の」－dRevenU→vonRevenue

33）「支出者たちまたは受領者たち」→「支出者または受領者」

34）「彼ら」→「彼」

35）「必要な〔nOthig〕」→「避けられない」

36）「たえず小売商人〔Epicier〕の手のなかにある」→「その流通重心を小売

商業の領域にもっている」

37）「彼は」→「小売商人は」

38）「取り戻す〔erhalt…retournirt〕」→「受ける支払で取り返す〔erhalt…

inZahlung…zurUck〕」

39）「半ソヴリン貨やソヴリン貨」→「ポンド貨」

40）「小額の種類の銀行券〔niedrigereDescriptionsofbanknotes〕」→「小

額券〔niedrigeBetrtige〕」

41）挿入一「つまり〔also〕」
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42）挿入一「さえ」

43）「金」→「金貨〔Goldstticke〕」

44）挿入一「余っていれば補助鋳貨をも」

45）挿入一「または毎週」

46）「（」→「，つまり」

47）「指図」－Weisung→Anweisung

48）「）」－削除。

49）「手形」→「仕入れ」

50）「支払をする」－手稿ではzahleとなっているが，エンゲルス版でのよ

うにzahltとあるべきところである。

51）「ソヴリン貨や半ソヴリン貨」→「金貨」

52）挿入一「資格での」

53）「彼らの」→「全公衆の」

54）「(直接または間接に)」→「直接または間接に（たとえば小額貨幣が賃銀支

払のために工場主たちによって)」

55）「こうして〔so〕」－削除。

56）「小売商人〔Epicier〕」→「小売商人たち〔KleinMndler〕」

57）「彼のために彼の，資本・プラス・収入，の」→「彼らのために彼らの資本

の，しかしまた同時に彼らの収入の」

58）「新たな」－削除。

’329上'１)(2)最後の事実は重要なのであって，トウックがまったく見落

としているものである。貨幣が3)貨幣資本として投下されるときにの

み，すなわち過程ｲ)の発端でのみ5)，資本価値は資本価値として存在する。

商品には，資本・プラス・剰余〔Surplus〕〔が含まれており〕，したがっ

て，それに合体された収入源泉を伴っているのである｡6)7)）

1）エンゲルス版ではここで改行されておらず，このパラグラフの前後のパーレ

ンを取り去っている。

2）挿入一「この」

3）「貨幣が」－ｅｓ－>ｄａｓＧｅｌｄ

４）「過程」→「再生産過程」

5）挿入一「(第２部第１篇)」

6）「商品には，資本・プラス・剰余〔Surplus〕〔が含まれており〕，したがっ
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て，それに合体された収入源泉を伴っているのである｡」→「というのは，生

産された商品には，資本が含まれているだけではなく，すでに剰余価値も含ま

れているからである。その商品は，資本自体であるだけではなく，すでに生成

した資本であり，それに合体された収入源泉といっしょになっている資本で

ある｡」

7）挿入一「だから，小売商人が自分の手に還流してくる貨幣と引き換えに手

放すもの，すなわち彼の商品は，彼にとっては，資本・プラス・利潤，資本・

プラス・収入なのである｡」

しかし第２に')，小売商人〔Epicier〕自身にとっては，通貨〔Currency〕

は彼の資本を補填するのであり，彼の資本の貨幣形態を表わす2)のだから

である。

1）「第２に」→「さらに」

2）「小売商人〔Epicier〕自身にとっては，通貨〔Currency〕は彼の資本を補

填するのであり，彼の資本の貨幣形態を表わすのだから〔ja〕」→「流通する

貨幣は，小売商人の手に還流することによって，彼の資本の貨幣形態を回復さ

せる」

、収入のCirculationとしてのCirculationと資本の2)Circulationと

してのCirculationとの区別を，Circulationと資本との区別にしてしま

うのは，愚にもつかないこと3)である。このたわごと')は，トゥックが5）

まさに，銀行券を発行する発券銀行業者6)の立場に立っていることからき

ているものである。彼の銀行券のうち，（いつでも7)別の銀行券〔であ

る〕8)とはいえ）たえず公衆の金庫やポケット9)のなかにあり,10)流通手段

として機能しているＩＤ部分１２)は，彼にとって１３)紙と印刷とのほかにはな

んの費用もかからない。それは，彼あてのM)流通する債務証券（手形）

であるが，それが彼の手に貨幣をもたらし，したがって彼の資本の増殖の

手段として役立つ'5)。しかしそれは，彼の資本（彼自身の資本または借り

入れた資本)'6)とは異なるものである。そこから，彼にとってはCircula‐

tiOnと資本との区別Ⅳ)が生じるのであって,１８)この区別は諸概念規定19)と
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はなんの関係もないのであり，当のトゥック自身によってなされた概念規

定とはまったく関係がない20)のである。

１）挿入一「だから〔also〕」

２）「資本の」－dCapitals→vonKapital

３）「愚にもつかないこと〔Unsinn〕」→「まったくまちがい〔durchausver-

kehrt〕」

４）「たわごと〔jargon〕」→「言い方〔Redeweise〕」

５）「トゥックが」→「トゥックの場合には，彼が」

６）「発券銀行業者〔dissuingbanker〕」→「銀行業者」

７）「いつでも」ｉｍｍｅｒ→stets

８）「〔である〕」→「から成っている」

９）「金庫やポケット」→「手」

10）挿入一「また」

11）〔手稿異文〕「機能している〔functionirt〕」←「流通する〔circulir[t]〕」

12）「部分」→「額」

13）「彼にとって」ｉｈｎ→ihm

l4）「彼あての」→「彼自身あてに振り出された」

15）「手段として役立つ」－この部分は，ａｌｓｅｉｎＭｉｔｔｅｌ…bildenとなって

いるが，エンゲルス版でのように，ａｌｓをそのままにして，bildenをdienen

に変える（｢手段として役立つ｣）か，あるいは，ａｌｓを取り去る（｢手段をな

す｣）か，どちらかでなければならない。（ＭＥＧＡでは，ａｌｓを削除し，その

旨を訂正目録に記載している｡）

16）「彼の資本（彼自身の資本または借り入れた資本〔ｓｅｉｇｎｅｎｏｄｇｅｐｕｍｐ－

ten〕)」→「彼自身の資本であろうと，借り入れた資本であろうと，彼の資本」

17）「区別〔dUnterschied〕」→「１つの独自な区別〔einspeziellerUn‐

terschied〕」

18）挿入一「しかし」

19）挿入一「そのもの」

20）「まったく……ない」－amwenigstenとあるべきところが，誤ってam

wenigstensとなっている。

規定性の相違一収入の貨幣形態として機能するのか，それとも資本の

貨幣形態として機能するのか，という相違一は，さしあたり､，流通手



｢流通手段と資本」（『資本論」第３部第28章）の草稿について２２３

段としての貨幣の'性格を少しも変えるものではない，－貨幣がどちらの

機能を果たそうと2)。たしかにこの相違は3)，貨幣は＿方の規定では4)より

多く本来の流通手段（鋳貨，購買手段）として機能する，という違いをも

たらすと言える5)。なぜなら，この売買は分散して行なわれるからであり，

また収入を支出する人々の多数6)を占める労働者は相対的にわずかしか信

用で買うことがで画きないからである｡他方,､商業界8)では,一部は
集中によって，一部は優勢な信用制度9)によって，貨幣はおもに支払手段

として機能する。しかし，支払手段としての貨幣と購買手段（流通手段）

としての貨幣との区別は，貨幣'0)に属する区別であって，貨幣と資本と

の区別ではない。小売商業では〔imkleinenRetail〕より多く銅や銀が

流通し，卸売商業では〔imgrossen〕より多く金が流通しているからと

いって，’1)一方での金と他方での銀や銅との区別は，Circulationと資本

との区別ではないのである。

１）「さしあたり」－.'abord→zunAchst

２）挿入一「貨幣はこの性格を保持しているのである」

３）「この相違は」－削除。

４）「一方の規定では」→「収入の貨幣形態として現われる場合には」

５）「，という違いをもたらすと言える」－削除。

６）「多数」Majoritdt→Mehrzahl

７）挿入一「流通手段が資本の貨幣形態である」

８）挿入一「での交易」

９）「信用制度」－Kreditwesen→Kreditsystem

lO）挿入一「そのもの」

11）〔手稿異文〕ここに，「貨幣は〔……〕代表する」と書いたのち，消して

いる。

bl)について。２)貨幣が流通しているかぎりでは，購買手段としてであ

ろうと支払手段としてであろうと－また,3)２つの部面のどちらでであ

ろうと4)，またその機能が収入の，それとも資本の金化ないし銀化5)であ

るのかにまったく6)かかわりなく－，貨幣の流通する総量の量につい
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ては，①以前に単純な商品流通を考察したときに7)展開した諸法則があて

はまる。流通速度，つまりある一定の期間に同じ貨幣片が購買手段および

支払手段として行なう同じ諸機能8)の反復《の回数》，同時に行なわれる

売買，９)支払の総量，流通する商品の価格総額，最後に同じ時に決済され

るべき支払差額，これらのものが，どちらの場合にも，流通する貨幣の総

量，通貨〔Currency〕の総量を規定している。このような機能をする貨

幣がそれの支払者'0)または受領者にとって資本を表わしているか収入を

表わしているかは，’１)ここでは12)事柄をまったく変えない。流通する貨

幣の総量は'3)購買M)手段および支払手段としての貨幣の機能によって規

定されて〔いる〕'5)のである。

①〔注解〕カール・マルクス「経済学批判。第１分冊』，ベルリン，1859年，

８１－８５ページ，124-125ページ，127-128ページ（ＭＥＧＡ，Ⅱ/２，ｓ170-

174,206/207ｕｎｄ209)。

１）「b」→「2」

２）挿入一「両方の機能でいっしょに流通している貨幣の量に関する問題の

混入｡」

３）「また,」－削除。

４）挿入一「同じことであり〔einerlei〕」

５）「金化ないし銀化」→「実現」

６）「まったく」－削除。

７）挿入一「第１部第３章第２節ｂで」

８）「諸機能」→「機能」

９）挿入一「ないし」

10）「支払者」－Ausgeber→Zahler

ll）挿入一「どちらでもかまわないのであり,」

12）「ここでは」－削除。

13）挿入一「簡単に」

14）〔手稿異文〕「購買」←「貨幣」

15）「されて〔いる〕」→「される」

ＣＤについて。２)２つの流通部面には内的な関連がある(3)というのは，
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一方では支出されうる収入の総量が消費の総量4)を表現しており，５)商業

および生産6)で流通する資本総量の規模7)が事業一般の景況,8)再生産過程

の規模と速度とを表現しているからである）にもかかわらず,9)同じ事I盾

が，２つの機能で，または２つの部面で'0)流通する貨幣総量の量に，また

はイギリス人が通貨〔CUrrenCy〕を銀行用語化して言うＩＤところによれ

ば，Circulationの量に，違った作用をするのであり，また反対の方向に

さえも作用する。そしてこのことが，トゥックによるCirculationと資

本とのばかげた'2)区別に新たなきっかけを与えているのである。（]3)①通

貨説〔currencytheory〕の奴らが２つのまったく別の事柄を混同してい

るという事情は，これらの事柄を概念の区別として示すのに足りるだけの

十分な理由ではけっしてない｡)１３）

①〔注解〕「通貨説」（｢通貨原理｣）は，１８２５年の恐’院で始まった，必然的に

周期的に反復される恐慌循環にたいするブルジョア経済学の一つの反応で

あった。「通貨説」の代表者たちは，リカードウの貨幣数量説を直接に引き継

ぎ，これを一種の貨幣的景気理論に仕立てあげた。彼らは，ある大きさの基

本額を除いて銀行券の発行を，イングランド銀行の貨幣金属準備の額に，し

たがって本位金属の国際的流出人に結合することを要求したのであって，こ

の要求は，1844年のイギリスの銀行立法で実際に押し通された。このように

することでそれぞれの銀行券がその額面の言い表しているのと同量の貨幣金

属をつねに代表しているということが達成されるのだ，と主張されただけで

はなかった。実際に銀行券流通は，リカードウが採用した純粋金属流通の諸

法則に従わせられたのである。リカードウは，本位金属の輸出入を，貨幣価

値と物価とをつねに繰り返して急速にそれらの正常な水準に引き戻す経済的

過程だとみなしていた。循環的発展と結びついた物価の騰落は，通貨理論の

代表者たちにとっては，恐｣朧を引き起こす決定的原因そのものであって，彼

らは自分たちの貨幣・金融政策を恐Ｉ院回避のための有効な手段として採用す

るよう勧めたのである。「通貨説」の代表者たちは，銀行券の信用貨幣として

の性格を否定し，そのことによって，銀行券の発行によって条件づけられた

還流を￣それが過剰な銀行券発行を妨げ，高い程度で銀行券の価値の安定

性を保証するものであるのに－－否定した。「通貨説」の実践的適用は，銀行

券流通の人為的な制限をもたらし，恐Ｉ朧を激化させるように作用した。
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「通貨説」は，貨幣を窮屈にして金利を高くするという政策によって産業資

本家の負担で高い利潤を達成しようとした保守的な貨幣資本家の利益に相応

しいものであった。

１）「c」→「3」

２）挿入一「２つの機能で流通する，したがってまた再生産過程の二つの部

面で流通する流通手段の相対的な割合に関する問題について｡」

３）「（」→「。」

４）「総量〔Masse〕」→「規模〔Umfang〕」

５）挿入一「他方では,」

６）「商業および生産」→「生産および商業」

７）「規模〔Umfang〕」→「大きさ〔Gr6Be〕」

８）「事業一般の景況〔d､StanddGesch2iftsUberhaupt〕,」－削除。

９）「）にもかかわらず,」→「。それにもかかわらず,」

10）「2つの機能で，または２つの部面で」→「２つの機能または部面で」

11）「通貨〔Currency〕を銀行用語化して言う〔bankisirtnennen〕」→「こ

れを銀行業者風に言い表わす〔diesbankmEiBigausdrUcken〕」

12）「ばかげた」－bl6dsinnig→abgeschmackt

l3）「（」および「）」－削除。

繁栄期一すなわち再生産過程が非常に膨張し速度を増し、活気にあふ

れている時期一には，労働者は完全に就業している(2)たいていは賃銀

の上昇も現われて，商業循環上の他の諸時期に賃銀が水準3)以下に下が

るのをｲ)埋め合わせる)5)。そのほか6)，７)収入は大きくなり,8)消費は9)増

加する。この局面はまた，さまざまな部門での価格の上昇をも伴う，

等々）の(それに加えて,輸入関税の画支払のための現金支出が増大す
る，等々)u)｡12)通貨〔CUrrenCy〕13)の分量は，ある限界のなかでは,増大す

る。ある限界のなかでと言うのは，流通速度の増大が通貨〔Currency〕'4）

の総量の増大を制限する'5)からである。'6)収入のうちの労賃から成ってい

る部分がつねに17)，最初は１８)可変資本の形態で，しかもこれはもちろん19）

貨幣形態で，前貸しされるかぎり20)，資本のうちのこの部分は，繁栄期に

は，それのCirculationのためにより多くの貨幣を必要とする。しかし

第１に21)，われわれはこの貨幣を，’'330上'一度は可変資本のCircula-
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tionに必要な貨幣として，第２に22)労働者の収入のCirculationに必要

な貨幣として，というように２度計算してはならない。後者の貨幣23)は，

小売取引24)で支出され，１週間ごとに（おおよそのところ)25)小売商人26）

の預金として銀行業者27)に帰ってくるが，しかし28)それはそれの29)比較

的小さいもろもろの循環を描きながらさらにあらゆる種類の中間取引30）

を媒介したのちのことである。繁栄期には生産的資本家３Ｄにとって貨幣

での還流32)は順調であり33)，したがって貨幣融通3ｲ)にたいする彼らの要求

は，彼らがより多くの労賃を支払わなければならず，彼らの可変資本の流

通のためにより多くの貨幣を必要とするということによっては，増大し

ない｡35）

１）「速度を増し」－RapiditAt→Beschleunigung

２）「（」→「。」

３）「水準」→「平均水準」

４）挿入一「いくらか」

５）「）」－削除。

６）「そのほか」→「同時に」

７）挿入一「資本家の」

８）「なり，」→「なる｡」

９）挿入一「一般的に」

10）「この局面はまた，さまざまな部門での価格の上昇をも伴う，等々」→「商

品価格もやはり通例は上がる。少なくともいくつかの決定的な事業部門では

上がる」

11）「(それに加えて，輸入関税の支払のための現金支出が増大する，等々)」

－削除。

12）挿入一「その結果,」

13）「通貨〔Currency〕」→「流通する貨幣〔daszirkulierendeGeld〕」

14）「通貨〔Currency〕」→「流通する手段〔dasumlaufendeMittel〕」

15）「増大を制限する｣－．.Wachsenlimitirt→demWachsenSchranken

setzt 

l6）挿入一「社会的」

17）「つねに」－削除。

18）挿入一「産業資本家によって」
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19）「これはもちろん」→「いつでも」

20）「かぎり」→「ので」

21）「第１に」－削除。この語は，すぐ次にでてくる「第２に」に対応するも

のであるが，マルクスの文章では，このあとさらに「－度は」という語が重

ねて書かれているので，エンゲルスはこの「－度は」のほうを生かし，「第１

に」を削ったのである。

22）．｢第２に」→「次にもう一度」

23）「後者の貨幣」→「労働者に賃銀として支払われる貨幣」

24）「小売取引」－Detailverkehr→Kleinverkehr

25）「1週間ごとに（おおよそのところ〔moreorless〕)｣→「ほぼ〔soziehm-

lich〕１週間ごとに」

26）「小売商人」－shopkeepers→Kleinhandler

27）「銀行業者」→「銀行」

28）「しかし〔jedoch〕」－削除。

29）「それの」－削除。

30）「中間取引」－Zwischentransactionen→Zwischengeschafte

31）「生産的資本家」→「産業資本家」

32）「貨幣での還流〔ReturnsinGeld〕」→「貨幣の還流〔RUckfluBdes

Geldes〕」

33）「順調であり〔easy〕」→「順調に行なわれるのであり〔sichglattab-

wickelt〕」

34）「貨幣融通」－monetaryaccommodation→Geldakkommodation

35）エンゲルス版ではこのあとに，改行して次の一文が書き加えられている。

－「総括的な結果は，繁栄期には収入の支出に役立つ流通手段の量が決定

的に増大するということである｡」

ところで，同じ繁栄期において,')諸資本2)の移転のために必要な，し

たがって純粋に3)資本家たち自身のあいだ‘)で行なわれる5)Circulation

について《言えば》，これ6)は，同時に信用が最も弾力的で最も容易な時

期でもある。このCirculation7)の速度は直接に信用によって調節され，

したがって，諸支払の決済のために必要なCirculation8)の総量は(9)あ

るいは10)現金売買､)のために必要なそれさえも)，相対的には減少する。

それは絶対的には膨張するかもしれないが，しかし，いずれにせよ相対的
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には，つまり再生産過程の膨張に比べれば，減少する。￣方ではより大量

の支払,2)が貨幣のいっさいの介入なしに清算される。他方では，過程の

盛んな活気のために，同じ貨幣分量が，購買手段'3)としての機能におい

て,4)も支払手段としての機能において'5)も，より速く運動するようにな

る。より多くの異なった諸資本の,6)還流〔retUrnS〕が，同じ貨幣額に

よって媒介される'7)。

１）「同じ繁栄期において,」－削除。

２）「諸資本」→「資本」

3）「純粋に」－削除。

４）挿入一「だけ」

５）「行なわれる」→「必要な」

６）「これ」→「この好況期」

７）「このCirculation」→「資本家と資本家とのCirculation」

８）「dieselbe〔＝Circulation〕」→「流通手段」

９）「（」および「）」－削除。

10）「あるいは」→「また」

11）〔手稿異文〕「現金売買〔CashkEiufen〕｣←｢現金支払〔Cashpaym[ents]〕」

12）「より大量の支払｣－gr6ssereMasseZahlungen→grOBereMassen-

zahlungen 

l3）ＭＥＧＡでは，Kaufのあとにあるべき「-」が落ちている。

14）「の機能において」－削除。

15）「の機能において」－削除。

16）〔手稿異文〕「より多くの異なった諸資本の〔vonmehrverschieden

Capitalien〕」←「異なった諸資本の〔verschidnerCapitalien〕」

17）「より多くの異なった諸資本の還流〔returns〕が，同じ貨幣額によって媒

介される」→「同じ貨幣額が，より多数の個別資本の還流を媒介する」

全体として，このような時期には通貨〔CUrrenCy〕')は「潤沢に｣2)現わ

れる。といっても，第２の部分3)は４)収縮し，他方，第１の部分5)は6)膨

張するのであるが。
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1）「通貨〔Currency〕」→「貨幣流通〔Geldumlauf〕」

2）「｢潤沢に」〔"full'，〕」→「潤沢に〔vollgefUllt〕（fullに)」

3）挿入一「(資本移転)」

4）挿入一「少なくとも相対的には」

5）挿入一「(収入支出)」

6）挿入一「絶対的に」

(1)還流〔returns〕が商品資本の貨幣への再転化，Ｇ－Ｗ－Ｇ′を表現

しているということは，①すでに流通過程2)を3)考察したときに見たとお

りである。信用は4)還流〔retUrnS〕を，生産的資本家5)にとってであろ

うと商人にとってであろうと，現実の還流〔retUrnS〕6)にはかかわりのな

いものにする。彼は7)信用で売る。だから，彼の商品は，それが彼にとっ

て貨幣に再転化するまえに，つまり8)彼自身のもとに貨幣形態で還流して

くる〔retourniren〕まえに譲渡されているのである。他方では彼は信用

で買う。したがって彼の商品の価値は，９)この価値が現実に貨幣に転化さ

れるまえに，’0)生産資本なり商品資本なりに再転化しているのである。し

かし繁栄期には，手形が満期になり支払期限がくれば，還流〔returns〕

が現に行なわれるⅢ》･囮小売商人〔Bpicier〕は卸売商人に,卸売商人
は生産者に，生産者は12)13)輸入業者に，等々というようにそれぞれ確実

に'4)還流させる'5)。急速で確実な還流〔retUrnS〕という外観は，１６)いつ

でも，それの現実性が過ぎ去ってからもかなり長いあいだ１７)，ひとたび動

きだした信用によって維持される。というのも，信用還流〔Credit-

retUrnS〕が現実の還流の代わりをするからである。銀行は，それらの'8）

顧客が貨幣よりも手形を還流させる〔retOUrniren〕'9)ほうが多くなると，

危険を感じはじめる。②20)リヴアプールの銀行理事の証言を見よ｡}21）

①〔注解〕カール・マルクス「資本論」〈経済学草稿，1863-1865年>・第２部

<第１草稿>・所収:ＭＥＧＡ,Ⅱ/4.1,Ｓ､140-161〔『資本の流通過程一『資本

論』第２部第１稿一」中峯・大谷他訳，大月書店，1982年，9-35ペー

ジ〕。
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②〔注解〕〔ＭＥＧＡ，Ⅱ/4.2,〕６１７ページ１４行－６１８ページ１０行を見よ。この

原典からの諸抜華をマルクスが仕上げたのは，彼がここでのテキストの箇所

を書くのよりも前であった（923ページ〔ＭＥＧＡ付属資料「成立と来歴｣〕

を見よ)。〔この注で指示されている箇所での証言は，現行版では第25章の末

尾近くに収められている（ＭＥＷ,Ｂｄ２５,Ｓ427-428)｡〕

１）「｛」および「）」－削除。

２）「流通過程」→「再生産過程」

３）挿入一「第２部第１篇で」

４）挿入一「貨幣形態での」

５）「生産的資本家」→「産業資本家」

６）挿入一「の時点」

７）「彼は」→「彼らのどちらもが」

８）〔手稿異文〕ここに，「現実に〔real〕」と書いたのち，消している。

９）挿入一「彼にとっては,」

１０）挿入一「商品価格が満期になって支払われるまえに，すでに」

11）「しかし繁栄期には，手形が満期になり支払期限がくれば，還流〔returns〕

が現に行なわれる〔vorhanden〕」→「繁栄期には，そのような還流は容易

に順調に行なわれる」

12）「生産者に，生産者は」→「製造業者に，製造業者は」

13）挿入一「原料･の」

14）〔手稿異文〕「確実に」←「急速に」

15）「還流させる〔retourniren〕」→「支払う」

16）〔手稿異文〕ここに，「……できる」と書いたのち，消している。

17）〔手稿異文〕はじめ，「それの現実性が過ぎ去ってからもかなり長いあいだ

維持される｡」として，この文を終えたが，最後のピリオドを抹消して，以下

の部分，すなわち「ひとたび動きだした信用によって」および「というのも，

信用還流〔Creditreturns〕が現実の還流の代わりをするからである｡」とい

う部分を付け加えた。

18）〔手稿異文〕「それらの」－dieをihreに変更した。

19）「還流させる〔retourniren〕」→「払い込む〔einzahlen〕」

20）挿入一「前に３９８ページに引用した」なお，この「398」というページ番

号は，１９９４年版についてのものであって，現行版（ＭＥＷ版）では，この

ページ番号を挙げたうえで，それへの脚注で，この版の該当ページ（427-

４２８ページ）を指示している。インスティテュート版では，本文そのものの

なかでこの版の該当ページを挙げている。
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21）「）」－削除。

､反転期2)には事態は反対になる。第１のCirculationは収縮する

(3)物価は下がり，労賃〔も下がり〕’４)5)取引の総量は減少する，等々)6)。

これに反して，７)信用の減退につれて，貨幣融通〔mOnetaryaCCOmmO‐

dation〕にたいする要求が増大するのであるが，この件8)については，す

ぐあとでもっと詳しく述べるであろう9)。

エンゲルス版では，以下の２つのパラグラフが逆に置かれている。

｢反転〔Adversity〕期」→「恐'慌期」

｢する（」→「し,」

〔手稿異文〕「その結果Circulationは滞って」－削除。

挿入一「就業労働者の数は制限され,」

｢’等々)」－削除。

挿入一「第２のCirculationでは,」

｢件〔Geschichte〕」→「点」

｢であろう」－削除。

Ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
 

そのまえに，ここにもう一つ，私が前に述べたことを書いておかなけれ

ばならない､。――①「信用が優勢な時期には，貨幣流通〔Geldumlauf〕

の速度は商品の価格よりも急速に増大するのに，信用の減退にともなっ

て，商品の価格はCirculationの速度よりも緩慢に下落する｡｣ａ）／

①〔注解〕カール・マルクス『経済学批判。第１分冊」ベルリン，1859年，

８３ページページ（ＭＥＧＡ，Ⅱ/2,ｓ､172)。

1）「そのまえに……書いておかなければならない〔vorherzuschicken〕」→

「書き込んでおかなければならない〔einzuschalten〕」

【原注】’330下｜ａ）『経済学批判」８３，８４ページ｡')【原注終り】／

1）エンゲルス版では，この出典は，パーレンをつけて引用の末尾に置かれて

いる。
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／330上/信用が減退するとともに－信用の減退そのものは再生産過程

の停滞と結びついている＿!)，第１のもの2)に必要なCirculation総量

は3)減少するが，他方，第２のものｲ)に必要なそれは増加する，というこ

とにはまったく疑う余地がない。しかし，この命題が，フラートン等々5）

が立てている次の命題とどこまで一致するのかということを，いま詳し

く6)研究しなければならない。－

1）「信用が減退するとともに－信用の減退そのものは再生産過程の停滞と結

びついている－」→「再生産過程の停滞と同時に現われる信用の減退にさい

しては」

2）挿入一「つまり収入支出」

3）〔手稿異文〕ここに，「だから減少する，つまり〔……の〕量」と書いたの

ち，抹消している。なお，このなかの「量」は，まず「需要」と書き，それを

「貨幣〔Ｇ[eld]〕」と変え，それをさらにこのように変更したものである。

4）挿入一「つまり資本移転」

5）「等々〔etc.〕」→「やその他の人々〔undandre〕」

6）「いま詳しく〔nunnAher〕」－削除。

①')「貸付資本にたいする需要と追加のCirculation2)にたいする需要と

はまった<別のものであって，両方がいっしょに現われることはあまりな

い｡」（ｂ）／

①〔注解〕ジョン・フラートン『通貨調節論……』，ロンドン，1845年。この

引用は，第５章の表題から取られたものである。強調はマルクスによるもの。

1）エンゲルス版では，ここで改行されていない。

2）「Circulation」→「流通手段」

【原住】／330下／ｂ）Ｄ２)フラートン，同前，８２ページ3)。①｢貨幣融通

〔pecuniaryaccommodation〕にたいする（すなわち資本の貸付にたい

する）需要は追加流通手段にたいする需要と同じだ，と考えること，ある

いは両者はしばしば結びついていると考えることさえも，じっさい大きな
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まちがいである｡｣4)（同前，９７ページ｡5)）

①〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

1）エンゲルス版でも，この原注の内容を利用して，同じ箇所に脚注がつけられ

ている。

2）エンゲルス版では，本文でのフラートンからの引用をドイツ語で掲げたうえ

で，ここに，それの英語原文を置いている。

3）挿入一「，第５章への表題｡」

4）エンゲルス版では，フラートンからのこの引用は，このあとさらに，同書の

９８ページまで続けられている。その終りの部分は，後出のように，草稿の次

ページ（すなわち331ページ）の下半の最後のところに引用されている。した

がって，エンゲルスが補ったのは，その中間にあたる次の叙述である。－

「どの需要も，とくにそれに影響を及ぼす事情のもとで生じるのであって，そ

れらの事情はそれぞれ非常に違っている。すべてが活況を呈し，賃銀は高く，

物価は上がり，工場は忙しいとき，このようなときには，より大きな，より頻

繁な支払をする必要と結びついた追加機能を果たすために，流通手段の追加供

給が必要になるのが常である。ところが，利子が上がり，資本の前貸を求める

圧迫がイングランド銀行に加わるのは，おもに，商業循環上のいっそう進んだ

段階でのことであり，困難が現われはじめるとき，市場が供給過剰で還流が遅

れるときのことである。イングランド銀行は通例その銀行券以外の手段では資

本を前貸しないということ，したがって銀行券の発行を拒絶することは融資を

拒絶することを意味するということは，ほんとうである。しかし，ひとたび融

資が与えられるならば，万事は市場の必要に適合するように行なわれる。貸付

はそのまま残り，流通手段は，もし使われなければ，発行者の手に帰って行

く。したがって，議会報告書のほんのうわっつらを検討しただけでも納得でき

るように，イングランド銀行の手にある有価証券の量は，その銀行券のcircu-

lationと同じ方向に動くよりも反対の方向に動くことのほうが多いのであり，

したがって，この大銀行の実例は，けっして地方銀行家たちがあのように強調

している学説の例外ではないのである。その学説によれば，どの銀行もその

Circulationがすでに銀行券流通〔abank-notecurrency〕の普通の目的に

適合している場合には，それのCirculationを増加させることはできないので

あって，この限界を超えてからはその前貸の追加はすべてその銀行の資本から

なされなければならず，その保有する有価証券の一部分を売却するか，または

このような有価証券へのそれ以上の投資をやめるかすることによって，供給さ

れなければならないというのである。私が前のあるページで引用しておいた
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1833年から1840年までの期間の議会報告書から作成した表は，この真理につ

いて連続的に例証を与えているが，そのうちの二つだけをとってみても非常に

特徴的なものであって，私がそれ以上になにかをつけ加えることはまったく不

要なほどである｡」このあとに，後出の草稿331ページの下半にあるフラート

ンからの引用が続いている。

5）エンゲルス版では，引用部分の拡大に合わせて，この出典も，「フラートン，

同前，９７，９８ページ」に変更されている。

１)しかしこのことから「2)貨幣融通にたいする需要｣2)が金（ウイルス

ン，トゥックとその仲間たち3)が資本と呼んでいるもの〔）〕にたいする

需要と一致する必要があることになるわけではまったくない，ということ

は，次のところ４)からもわかる。－

1）エンゲルス版では，ここで改行されず，「－」が挿入されている。

2）「「」および「」」－削除。

3）「とその仲間たち〔etConsJ」→「とその他の人々〔u､ａ.〕」

4）「次のところ」→「イングランド銀行総裁ウェゲリン氏の次の証言」

､第２４１号2)。（ウェゲリン《イングランド銀行総裁》が質される｡）

①「この金額〔」〕（すなわち3)３日続けて毎日１００万ずつ）〔「〕までの手

形の割引は，公衆がそれ以上の額の現Circulationを求めないかぎり!)準

備を減少させないでしょう。手形割引のさいに発行された銀行券は，銀行

業者5)の媒介によって，また預金によって還流するでしょう。それらの取

引が地金の輸出6)を目的としたものでないかぎり，または，国内にかなり

のパニックが起こっていて，そのために公衆が銀行券をしまい込み，銀行

業者7)に払い込もうとしないようなことがないかぎり，準備はそのような

巨額な取引によっても影響されないでしょう｡」（債務の形態のたんなる変

化，云々｡)8)（銀行法。報告。1857年｡)9）

①〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。
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1）エンゲルス版では，ここで改行されていない。

2）「第241号」－エンゲルス版では，この証言番号は，次の２つの引用の後

に挙げられている。

3）「すなわち〔nAmlich〕」－削除。手稿ではnahmlichと誤記されている。

4）挿入一「」（銀行券の）「」

5）「銀行業者」→「銀行」

6）「地金の輸出」→「金輸出」

7）「銀行業者」→「銀行」

8）「(債務の形態のたんなる変化，云々｡)」－削除。

9）エンゲルス版では，この出典は，次の引用の末尾に回されている。

I)第500号｡2)①｢イングランド銀行は毎日１５０万の割引をすることがで

きます。そしてそれは，同行の準備にほんの僅かの程度でも影響すること

なしに，引き続き行なわれます。銀行券は預金として帰ってきます。そし

て，１つの勘定から別の勘定へのたんなる移転以外のどんな変化も起こり

ません｡」３Ｍ)銀行券は，この場合にはただ，信用の移転5)の手段として役

立つだけなのである。【原注終り】’

①
Ｄ
の

〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

エンゲルス版では，ここで改行されず，「－」が挿入されている。

｢第500号」－エンゲルス版では，この証言番号は，引用の後に挙げられ

ている。

3）挿入一｢(｢銀行法に関する報告書。1857年」証言第241号，第500号｡)」

4）挿入一｢つまり〔also〕」

5）「信用の移転〔transferofcredit〕」→「諸信用の移転〔Ubertragungvon

Krediten〕」

/330上/まずもって明らかなのは,i迩堪匝介物の総量が増大せざ
るをえない第１の場合には､，この媒介物にたいする需要が増大するとい

うことである。しかしまた同様に明らかなことは，たとえば2)ある製造業

者が，より多くの資本を貨幣形態で支出しなければならないので，ある銀

行業者3)のもとでの自分の預金残高からソヴリン貨ｲ)または銀行券でより
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多くを引き出す5)としても，だからといって資本にたいする彼の需要が増

大するわけではなく，ただ，彼が自分の資本を支出するさいの6)この特殊

的形態にたいする彼の需要が増大するだけだということである。ことはた

だ，彼が自分の資本をCirculationに投じるさいの技術的な形態に力、

かわるだけである。たとえば，信用制度の発展度が違えば，同量の可変

資本，同額7)の労賃でも，８)他の国でよりも’'331上｜より多量の通貨

〔CUrrenCy〕9)を必要とするというようなものである。たとえば，イング

ランドではスコットランドでよりも，ドイツではイングランドでよりも，

というように｡農業者の10)（ID再生産過程で働いている)､)同量の資本

が，季節が違えばａ)，それの諸機能１２)を果たすのに違った量の貨幣を必

要とする。／

1）「流通媒介物の総量が増大せざるをえない第１の場合には」→「ここに挙げ

た２つの場合のうちの第１の場合，つまり流通媒介物の総量が増大せざるを

えない繁栄期には」

２）「たとえば」－削除。

３）「銀行業者」→「銀行」

４）「ソヴリン貨」→「金」

５）「引き出す」－ausziehen→herausziehen

６）〔手稿異文〕「彼が自分の資本を支出するさいの」←「彼の資本の」

７）「額〔Masse〕」→「量〔Menge〕」

８）挿入一「ある国では」

９）「通貨〔Currency〕」→「流通手段〔Umlaufsmittel〕」

10）「農業者の」→「同様に農業でも,」

11）「（」および「）」－削除。

12）「諸機能」→「機能」

【原住】’331下｜ａ）')【原注終り】／

1）注番号だけが書かれている。エンゲルス版では，当然に，この注はつけら

れていない。
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/331上／し力、し，フラートンの')対置は正しくない。

1）「フラートンの〔v・Fullarton〕」→「フラートンがやっているような〔wie

Fullartonihnstellt,〕」

')貸付にたいする需要一貸付にたいする需要の量一が，繁栄期を反

転期〔Periodofadversity〕から区別するのではなく，貸付にたいする

この需要の充足が容易だということである。２)それどころか，繁栄期のあ

いだの信用制度〔Creditsystem〕の，だからまた貸付の需要供給のすさ

まじい発展3)，４)これこそが反転期5)のあいだの逼迫6)を招くものなのであ

る。だから，この２つの時期を特徴づけるものは，貸付にたいする需要の

量的な規模7)の相違ではないのである１８）

1）エンゲルス版では，ここで改行されていない。

2）「貸付にたいする需要一貸付にたいする需要の量一が，繁栄期を反転期

〔periodofadversity〕から区別するのではなく，貸付にたいするこの需要の

充足が容易だということである｡」→「不況期〔PeriodederStockung〕を

繁栄期から区別するものは，けっして彼の言うように貸付にたいする強い需要

ではなく，この需要の充足が繁栄期には容易で不況期にはいってからは困難だ

ということである｡」

3）「繁栄期のあいだの信用制度〔Creditsystem〕の，だからまた貸付の需要

供給〔ｄｄｅｍａｎｄｕ・supplyofloan〕のすさまじい発展」→「繁栄期のあい

だの信用制度〔Creditsystem〕のすさまじい発展，だからまた貸付資本への

需要の激増」

4）挿入一「そしてまたこのような時期にはこの需要に供給が気前よく応じ

るということ,」

5）「反転期〔periodofadversity〕」→「不況期〔ZeitderStockung〕」

6）「逼迫〔Pressure〕」→「信用逼迫〔Kreditklemme〕」

7）「量的な規模〔quantitativerUmfang〕」→「量〔Gr6Be〕」

8）「！」－削除。

すでに前にも述べたように，この２つの時期を区別するものは，《まず

第１に,》＿方の時期、には商人と消費者との2)あいだの3)Circulation
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(通貨〔CUrrenCy〕)４)にたいする需要が優勢であり，他方の時期5)には資

本家のあいだの取引のための6)Circulation7)にたいする需要が優勢だと

いうことである。反動期〔periodofreaction〕8)9)には前者が減少して後

者が増加するのである。

1）「一方の時期」→「繁栄期」

2）「商人と消費者との」→「消費者と商人との」

3）〔手稿異文〕「とのあいだの」←「にとっての」

4）「Circulation（通貨〔Currency〕)」－〉「流通手段〔Umlaufsmittel〕」

5）「他方の時期」→「反転期〔PeriodedesRUckschlags〕」

6）「取引のための」－削除。

7）「Circulation」→「流通手段〔Umlaufsmittel〕」

8）〔手稿異文〕「反動期〔periodofreaction〕」←「反転の時期〔timeof

adversitym 

9）「反動期〔periodofreaction〕」→「不況期〔PeriodederGesch2iftsstok‐

kung〕」

ところで，このフラートン等々にたいして決定的な役割を果たしてい

る1)のは，イングランド銀行の2)有価証券3)が増加するような時期には同

行の銀行券Circulation〔Notencirculation〕は減少し，反対の時期には

反対だという現象である。ｂ）４)有価証券の数5)が表現しているのは，貨

幣融通〔pecuniaryaccommodation〕旦匝Zﾄﾐj三三,つまり手形の割
引6)〔の大きさ〕である。(7)(8)および容易に換金できる9)有価証券を担保

とする貸付〔の大きさ〕である。〔）〕8)ときにはイングランド銀行は，長

期手形を担保にして貸付を行う，つまりそれを担保に前貸を行なう。１８４７

年には，東インド貿易関連手形を担保にそうしたのであった｡'0)｝7)／

1）「このフラートン等々にたいして決定的な役割を果たしている〔d、Fullar‐

ｔｏｎｅｔｏｂｅｓｔｉｍｍｔ〕｣→｢フラートンやその他の人々の目に決定的に重要なこ

ととして映る〔Fullartonundandrenalsentscheidendwichtigauffallt〕」

2）挿入一「手持ちの」

3）挿入一「－貸付担保および手形一」
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４）挿入一「しかし」

５）「数〔Anzahl〕」→「大きさ〔H6he〕」

６）「手形の割引」→「割引かれた手形」

７）「｛」および「｝」－削除。

８）「（」および「〔）〕」－削除。

９）「容易に換金できる〔easilyconvertible〕」→「流通可能な〔gangbar〕」

10）「ときにはイングランド銀行は，長期手形を担保にして貸付を行う，つまり

それを担保に前貸を行なう。1847年には，東インド貿易関連手形を担保にそ

うしたのであった｡」－削除。

【原住】／331下／ｂ)')フラートンのこの個所の全体を抜き出しておく

ことが重要である。なぜならこのなかには，彼がここで「資本」という言

葉でなにを考えているかも示されているからである｡2）

1）以下の注の内容は，エンゲルス版では，上記のパラグラフの末尾に，改行せ

ずに組込まれている。

2）「フラートンのこの個所の全体を抜き出しておくことが重要である。なぜな

らこのなかには，彼がここで「資本」という言葉でなにを考えているかも示さ

れているからである｡」→「そこで，フラートンは，いま436ページの注９０で

引用した箇所で次のように言うのである｡」（このなかの「436ページ」という

ページ番号は，1994年版についてのものであり，「注90」とは，さきに見た，

フラートンからの長い引用のある注のことである｡）

！)①｢議会報告書のほんのうわっつらを検討しただけでも納得できるよう

に，２)イングランド銀行の保有有価証券は，同行のCirculationと同じ方

向に動くよりも反対の方向に動くことのほうが多い3)のであり，したがっ

て，この大銀行の実例はけっして，地方銀行業者たちが強硬に主張してい

る次のような趣旨の説の例外ではないのである４)。すなわち，どの銀行も，

自行のCirculationがすでに，銀行券通貨〔abanknotecurrency〕を

用いるさいの普通の目的に適合している場合には，このCirculationを

増加させることはできないのであり5)，この限界が越えられたのちに行

なわれるその前貸の追加は，すべて目行の資本からなされなければならな
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いのであって，その保有する有価証券の一部分を売却するか，またはこの

ような有価証券へのそれ以上の投資をやめるかすることによって，供給ざ

れなければならない6)，ということである｡｣7)(8)9)では，１０）ここではなに

を資本と言っているのか？銀行はもはや，１，回行にはもちろん少しも

費用のかからない支払約束〔PrOmiSStOpay〕のかたちでは１２)，前貸を

することができないということである。だが，銀行はいったい'3)どのよ

うにしてM)前貸をするのか？１)'5)準備有価証券の売却（この準備有価証

券というのは，国債，株券およびその他の利子付証券のことである〔）〕16）

によって'7)。だが，なにと引き換えに銀行はこれらの証券を売るのか？

貨幣，すなわち金または銀行券と引き換えにである。（１８)この銀行券は，

イングランド銀行の場合19)のように法貨20)であるかぎりでのものであ

る〔）〕'8)。つまり銀行が前貸しするものはどんな事`情のもとでも貨幣で

ある。ところがこの貨幣が，いまは銀行の資本の一部分を構成しているの

である。銀行が金を前貸しする場合には，このことは自明２１)である。銀

行券の場合にも，今ではこの銀行券は資本を表わしている。なぜならば，

銀行はこれと引き換えに現実の価値，利子付証券を譲渡したのだからであ

る。私営銀行業者22)の場合には，２３)有価証券の売却によって彼らのもと

に流れ込む銀行券は，イングランド銀行券2ｲ)でしかありえない。という

のは，それ以外の銀行券は有価証券代金の支払では25)受け取られないか

らである。だが，それがイングランド銀行自身である場合には，同行は，

自分自身の銀行券を回収するために，資本，すなわち利子付証券を要する

のである。そのうえに，イングランド銀行はそれによって自分自身の銀行

券をCirculationから引き上げることになる。（26)同行がこの同じ銀行券，

あるいはそれに代わる銀行券をふたたび発行できるのは，同行のCircu-

latiOnが最大限に達していない場合だけである｡27）しかし28)，イングラン

ド銀行が同じ銀行券29)をふたたび発行す3いれば，それは今度は資本を表

わすのである｡)26）しかし，同行がその有価証券を売却するにいたるのは

どのようにしてか，ということはのちに研究する必要がある。②｢または
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このような有価証券へのそれ以上の投資をやめることによって」という付

け加えは，私営銀行業者の場合には，ただ，彼らがいつもならそのような

有価証券に投資したであろうイングランド銀行〔券〕または金を，いまは

投資できない，ということを意味するだけである。私営銀行業者は，自分

自身の銀行券では有価証券を買うことができない。イングランド銀行は，

もし金または《自分自身の》銀行券を手に入れるために有価証券を売却す

る必要がある場合には，もちろん，自行の銀行券で有価証券を買うことが

できないのである。3,32)どんな事情のもとでも33)資本という言葉は，銀

行業者は自分の信用を貸す〔verpumpen〕だけではなくて，云々とい

う34)銀行業者的な意味〔Banquirsinn〕で用いられているだけなのであ

る。３５)③｢1837年１月３日，信用を維持し貨幣市場の困難に対処するため

にイングランド銀行の資力が極度まで利用しつくされたとき，同行の貸付

および割引への前貸が17,022,000ポンド・スターリングという巨額に達

したのをわれわれは見いだすのであるが，この金額はあの戦争〔ナポレオ

ン戦争〕以来ほとんど聞いたことのないもので，それは，この期間中

17,076,000ポンド・スターリングという低い水準にそのままとどまってい

た総発券高にほぼ等しかったのである136）他方，1833年６月４日には，

18,892,000ポンド・スターリングというCirculationが，972,000ポン

ド・スターリングを超えないイングランド銀行の私的有価証券保有額にか

んする銀行報告と結びついているのであって，この後者の額は，過去半世

紀間の記録中の最低ではないにしても，ほとんどそれに近いものだったの

である｡」（フラートン，９７，９８ページ｡）【原注終り】37Ｖ

①〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

②〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

③〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

1）エンゲルス版では，ここで改行されていない。

2）「議会報告書のほんのうわっつらを検討しただけでも納得できるように,」

－削除。

3）「同じ方向に動くよりも反対の方向に動くことのほうが多い」→「たいてい
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（ま反対の方向に動く」

4）「したがって，この大銀行の実例はけっして，地方銀行業者たちが強硬に主

張している次のような趣旨の説の例外ではないのである」→「このことは，

私営銀行のあいだでは古くから認められている次のような命題を確証するの

である」

5）「自行のCirculationがすでに，銀行券通貨〔abanknotecurrency〕を

用いるさいの普通の目的に適合している場合には，このCirculationを増加

させることはできないのであり」→「その取引客の需要によって規定され

るある金額を超えてその銀行券発行高を増加させることはできないのである

が」

6）「この限界が越えられたのちに行なわれるその前貸の追加は，すべて目行の

資本からなされなければならないのであって，その保有する有価証券の一部

分を売却するか，またはこのような有価証券へのそれ以上の投資をやめるか

することによって，供給されなければならない」→「もし銀行がこの金額を

超えて前貸をしようとするならば，銀行は自行の資本からそれをしなければ

ならないのであって，つまり有価証券を現金化するか，または平素は銀行が

有価証券に投じるであろうはずの入金を前貸にまわすかしなければならない」

７）エンゲルス版では，ここで改行されている。

８）「（」－削除。なお，手稿には，これに対応する「）」が欠落している。

９）挿入一「だが，ここでもまた，フラートンがなにを資本と考えているか

が現われている｡」

10）「では〔also〕,」－削除。

11）挿入一「自分自身の銀行券,」

12）「のかたちでは〔in〕」→「をもっては〔ｍit〕」

13）「いったい〔denn〕」→「その場合〔dann〕」

14）「どのようにして〔wie〕」→「なにで〔womit〕」

15）「1)」－削除。なお，手稿でも，この「1)」に対応する「2)」以下は見当

たらない。

16）「(この準備有価証券というのは，国債，株券〔Aktienpapiere〕およびそ

の他の利子付証券〔Papiere〕のことである〔）〕」→「すなわち国債，株式

〔Aktien〕およびその他の利子付有価証券〔Wertpapiere〕」

17）「によって」→「の売却代金をもって」

18）「（」および「〔）〕」－削除。

19）「イングランド銀行の場合」→「イングランド銀行のそれ」

20）「法貨〔legaltender〕」→「法定支払手段」
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「自明〔seIevident〕」－－「まったく明らか〔handgreiflich〕」

「私営銀行業者〔privatebankers〕」→「私営銀行〔Privatbanken〕」

挿入に－「量から見て〔derMassenach〕」

挿入一「またはその銀行自身の銀行券」

挿入一「ほとんど〔schwerlich〕」

「（」および「）」－削除。

「同行がこの同じ銀行券，あるいはそれに代わる銀行券をふたたび発行でき

るのは，同行のCirculationが最大限に達していない場合だけである｡」

21） 

22） 

23） 

24） 

25） 

26） 

27） 

－削除。

28）「しかし」→「だから」

29）「同じ銀行券〔dieselben〕」→「この銀行券」

30）挿入一｢るか，またはそのかわりに同額の新たな銀行券を発行するとす」

31）〔手稿異文〕ここに，「イングランド銀行がたんに〔……〕余儀なくされて

いるのなら」と書いたのち，抹消している。

32）「しかし，同行がその有価証券を売却するにいたるのはどのようにしてか，

ということはのちに研究する必要がある。「またはこのような有価証券へのそ

れ以上の投資をやめることによって」という付け加えは，私営銀行業者の場

合には，ただ，彼らがいつもならそのような有価証券に投資したであろうイ

ングランド銀行〔券〕または金を，いまは投資できない，ということを意味

するだけである。私営銀行業者は，自分自身の銀行券では有価証券を買うこ

とができない。イングランド銀行は，もし金または《自分自身の》銀行券を

手に入れるために有価証券を売却する必要がある場合には，もちろん，自行

の銀行券で有価証券を買うことができないのである｡」→「しかも，それが資

本を表わしているということは，それが資本家への前貸にあてられる場合で

も，後にこのような貨幣融通にたいする需要が減退してそれが有価証券への

新投資に向けられる場合でも，同じことである｡」

33）「どんな事!清のもとでも〔unterallenUmstanden〕」→「すべてこれらの

事!清のもとでは〔unterallendiesenUmstAnden〕，ここでは」

34）「銀行業者は自分の信用を貸す〔verpumpen〕だけではなくて，云々〔<a>…〕

という」（<a>ＭＥＧＡのテキストではここに奇妙な閉じ角括弧があるが，誤植

であろう｡）→「銀行業者が自分のたんなる信用よりも多くのものを貸し付け

ることを余儀なくされている，ということを意味する」

35）エンゲルス版では，フラートンからの以下の引用は，フラートンからの長

い引用を含む前出の注（90）のなかで，エンゲルスの挿入部分のあとに置か

れている。
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36）「！」－削除。

37）エンゲルス版では，このあとに次の本文の部分が続いている。

／331上／《イングランド》銀行はすべての貸付と割引とを自行の銀行券

で行なうので，これらの銀行券がどうなるのか，ということが問題とな

る。’)私営銀行業者の場合には事'盾が異なる。なぜなら，彼らはそのよう

な場合に，イングランド銀行券2)を自分自身の銀行券の代わりとすること

ができるからである｡3）

1）「《イングランド》銀行はすべての貸付と割引とを自行の銀行券で行なうの

で，これらの銀行券がどうなるのか，ということが問題となる。私営銀行業者

の場合には事I情が異なる。なぜなら，彼らはそのような場合に，イングランド

銀行券を自分自身の銀行券の代わりとすることができるからである｡」→「周

知のように，イングランド銀行はその前貸をすべて目行の銀行券で行なってい

る。ところで，それにもかかわらず通例この銀行の銀行券流通高〔Noten-

zirkulation〕は，その手持ちの割引手形や貸付担保の増加，つまりこの銀行

が行なう前貸の増加に比例して減少するとすれば，－流通〔Umlauf〕に投

じられた銀行券はどうなるのか？それはどのようにして銀行に還流するの

か？」

2）「イングランド銀行券」－手稿では，Ｂｏ．Ｎ・となっている。Bankof

EnglandNotesの略であろう。

3）「私営銀行業者の場合には事情が異なる。なぜなら，彼らはそのような場合

に，イングランド銀行券を自分自身の銀行券の代わりとすることができるから

である｡」－削除。

まず第１に，「貨幣融通にたいする需要」が国際収支Ｄの逆調から2)，し

たがってまた地金の流出から生じた3)ものである場合には，事柄は非常に

簡単である。手形が銀行券で割引される。この銀行券が地金と交換され』)，

その地金5)が輸出される。それはちょうど，同行が手形割引で6)直接に，

銀行券の媒介なしに，地金7)を支払ったのと同じことである。このような

増大する需要一場合によっては７００万ポンド・スターリングから１０００



246 

万ポンド．スターリングにも達する－は，もちろん，８)国内Circula-

tionには１枚の５ポンド券をも追加しない。イングランド銀行はこの場

合には資本を前貸しするのであって流通手段〔meansofcirculation〕

を前貸しするのではない，ということには9)，二重の意味がある。第１に

は，同行は，信用ではなく現実の価値を，自分自身の，または自分に預金

された資本の一部を前貸しするのだ，ということである。他方では'0)，同

行は，国内Circulationのための貨幣'1)ではなく国際Circulationのため

の貨幣を，世界貨幣を，前貸しするのだ，ということである。そしてこの

形態では'2)，貨幣はいつでも蓄蔵貨幣としての形態で，その金属製の肉体

で存在しなければならない。この形態では貨幣は,ただ価値の画形態
であるだけではなく，この貨幣を自分の貨幣形態とする価値に'3)等し

い'4)のである。ところで，この金は，銀行にとってであろうと輸出商人

または地金取扱業者１５)にとってであろうと１６)資本，すなわち銀行業者資

本または商人資本を表わしているとはいえ，需要は資本としての金にたい

してではなく貨幣資本の絶対的形態としての金にたいして生じる。この需
一

要は，まさに，外国市場がイギリスの実現不可能な商品資本で行き詰まつ

ている１７)ような瞬間18)にこそ，生じるのである。だから，求められるも

のは，資本19)としての資本ではなく，貨幣20)としての資本である。すな

わち，貨幣が一般的な世界市場商品として取る形態にある資本である。そ

してこれは，貴金属という，貨幣の本源的な形態である。だから，流

出21)は，①フラートン，トウツク等々が言うのとは違って，「22)たんなる

資本問題｣22)ではない。そうではなくて，それは貨幣の問題である。１つ

の独自な機能における貨幣の問題だとはいえ，とにかく貨幣の問題であ

る。通貨説の奴ら〔dcurrencyKerls〕が考えている23)ようにそれが

｢国内2ｲ)Circulation」の問題ではないということは，けっして，フラート

ン等々25)が考えるようにそれがたんなる「26)資本の問題｣26)だということ

貨幣27)が国際的支払手段として取るを証明するものではない。それは，

形態における貨幣の問題である。 ②｢28)資本が29)商品で移転されるか正
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貨で移転されるかということは，取引の本』性には少しも触れない点であ

る」Ｃ）３０)が，３Ｄしかしそれは，流出が生じるか生じないかという事情32）

には非常に大きく影響する。資本が「正金の形態で移転される｣33)のは，

｢商品の形態で移転される｣3ｲ)ことがまったくできないか，またはきわめ

て大きな損失なしにはできないからである。現代の銀行制度35)が「地金

の流出｣36)にたいして感じる不安は，かつて③重金主義が，唯一の真の富

《としての》地金について夢想していたいっさいのこと37)をはるかに凌駕

する。たとえば，イングランド銀行総裁モリスが次のように質される｡38）

－''332上’第３８４６号。３９)④｢《私は在庫品や固定資本の減価のことを

言っているのですが,》この場合，あなたは，あらゆる種類の在庫品や生

産物に投下されているすべての資産が同じように減価していたというこ

と，原綿も生糸も原毛も同じような捨て値で大陸に送られたということ，

また，砂糖やコーヒーや茶が強制売却のときのように犠牲にされたという

ことをご存じないのですか？￣食糧の大量輸入の結果として生じた地

金の流出４０)に対処するためにこの国が多大の犠牲ｲ')を払わなければなら

なかったのは，避けられないことでした。〔」〕イ2)第３８４８号。「あなた

は，このような犠牲を払って金を回収しようとするよりも，イングランド

銀行の金庫にあった800万ポンド・スターリングに手をつけるほうがまし

だった，とはお考えになりませんか？￣いいえ，私はそうは考えませ

ん43)。〔」〕（ａ）イ4)金こそは，ここで唯一の本質的な富とみなされている

ものである。／

①〔注解〕ジョン・フラートン「通貨調節論……』，ロンドン，１８４５年。１３０

ページには次のように書かれている。－「実際，これは通貨の問題ではな

くて，資本の問題である｡」

②〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

③〔注解〕重金主義者たちは，封建的な現物原理と小商品生産者の消費志向に

対立して，金銀一すなわち貨幣一を，富の唯一の形態だと，だからまた，

あらゆる経済的活動とあらゆる社会的努力の最も重要な目標でもあるのだと，

判定した。売るために生産することが，貨幣を流通から引き揚げるために売
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ることが，重金主義の基本志向であった。だから重金主義者は外国への金流

出にも反対した。彼らによって基礎づけられた経済政策的諸活動の一つは金

銀輸出の厳格な禁止だったのである。－カール・マルクス『経済学批判』

〈1861-1863年草稿〉を見よ（ＭＥＧＡ,Ⅱ/3.2,ｓ619-620)。

④〔注解〕「ロンドン･ノート，1850-1853年｣，第７冊（ＭＥＧＡ，１Ｖ/8,ｓ263,

Ｚ､23-33)，から取られている。－〔ＭＥＧＡ，Ⅱ/4.2,〕４８１ページ23-32

行を見よ。『商業的窮境……にかんする秘密委員会第１次報告書｣，1848年６

月８日。〔ここで指示されている箇所は，現行版では，第26章のはじめの

ほうに収められている（ＭＥＷ，Ｂｄ２５，Ｓ431)。（拙稿「｢信用と架空資本」

（｢資本論』第３部第25章）の草稿について（下)｣，『経済志林｣，第５１巻第

４号，1984年，４５ページ，所収｡)〕

１）「国際収支」－balanceofpayments→nationaleZahlungsbilanz

２）挿入一「生じたものであり」

３）「地金の流出から生じた」→「金流出を媒介する」

４）「地金と交換され」→「イングランド銀行自身の発券部で金と交換され」

５）「地金」→「金」

６）「手形割引で」→「手形割引のさいにただちに」

７）「地金」→「金」

８）挿入一「この国の」

９）「ということには」→「と言うとすれば，それには」

10）「他方では」→「第２には」

11）〔手稿異文〕「貨幣」←「銀行券」

12）「この形態では」→「この目的のためには」

13）挿入一「それ自身」

14）「等しい」－＝→gleich

l5）「輸出商人または地金取扱業者」→「輸出金取扱業者」

16）「……とってであろうと……とってであろうと」→「……とっても……とっ

ても」

17）「行き詰まっている〔stocken〕」→「充満している〔vollgepfropftsein〕」

18）「ような瞬間〔einAugenblick，ｗｏ〕」→「その瞬間〔derAugenblick，

ｗｏ〕」

19）「資本」－エンゲルス版では強調されている。

20）「貨幣」－エンゲルス版でも強調されている。

21）「流出」→「金流出」

22）「「」および「」」~削除。ただしエンゲルス版でも，「たんなる資本
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問題」は英語で書かれている。

23）「通貨説の奴らが考えている〔dcurrencyKerlsmeinen〕」→「通貨説

の人々〔dieLeutevondelCurrency-Theorie〕が主張している」

24）「国内」－エンゲルス版では強調されている。

25）「等々〔etc.〕」→「やその他の人々」

26）「「」および「」」－削除。ただし，エンゲルス版でも，「資本の問題」

は英語で書かれている。

27）「貨幣」－money→Geld

28）挿入一「この」

29）挿入一「」（国内の凶作のあとでの数百万クオーターの外国産小麦の購

入価格）「」

30）〔手稿異文〕ここに，「。ついでに次のことを－」と書いたのち，消して

いる。

31）「が,」→「。」

32）「事'盾〔circumstances〕」→「問題」

33）「｢正金の形態で移転される」〔,,transmittedinspecie"〕」→「貴金属の

形態で移転される」

34）「｢商品の形態で移転される」〔,,transmittedinmaerchandise"〕」→

「商品の形態で移転される」

35）「銀行制度」－Banquiersystem→Banksystem

36）「｢地金の流出」〔,,drainofbullion"〕→「金流出」

37）「かつて重金主義が，唯一の真の富《としての》地金について夢想していた

〔trAumen〕いっさいのこと」→「かつて，貴金属を唯一の富と考える重金

主義が手に入れたいと夢想していた〔ertrAumen〕いっさいのこと」（手稿

原文では,alleswasdMonetarsystemjegetrdumthatv､bullionalsd・

einzigwahrenReichthumistとなっている。このなかのａｌｓは後から書き

加えられている。このａｌｓを生かして読むなら，最後のistは消し忘れられ

たものと考えるべきであろう。なお，ＭＥＧＡの異文注には，この「として

の」があとから書き加えられたものであることは記載されていない。

38）「たとえば，イングランド銀行総裁モリスが次のように質される｡」→「た

とえば，1847-48年の恐』慌について議会の委員会でイングランド銀行総裁モ

リスにたいして行なわれた次の尋問をとってみよう｡」

挿入一「(問い－)」

「地金の流出」→「金流出」（エンゲルス版では強調されている｡）

「多大の犠牲」－エンゲルス版では，強調されている。

ｊ
ｊ
ｊ
 

９
０
１
 

３
４
４
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挿入一「－」

｢私はそうは考えません」~エンゲルス版では強調されている。

挿入一「－」

42） 

43） 

44） 

【原注】／331下/ｃ）’)①フラートン。〔（〕1312)ページ｡）【原注終り】

①〔注解〕ジョン・フラートン『通貨調節論……｣，ロンドン，1845年。

1）エンゲルス版では，引用のあとに括弧書きされている。

2）「131」－手稿では，「121」となっている。

【原住】’332下|ａ）’)商業的窮境。1847-48年。もっともこの場合，

イングランド銀行の糞ひり主義2)は，同行が1847年にも1857年にも恐'慌

の結果すばらしい商売をして，その配当が1848年には９％以上，1858年

には１１％以上に増大した，ということによって，いささか和らげられた

のである。【原住終り】’

l）この注はエンゲルス版では削除されている。

2）「糞ひり主義」－原語はStercorismusであるが，これはラテン語のster-

cus（糞）の属格stercorisからの造語でもあろうか。あまり品のよくない言

葉ではあるが，とりあえずこのような訳語をつけておく。エンゲルスがこの注

を省いたのは，まさかこの語がはいっていたからではないであろうが，一般に

エンゲルスは，マルクスのこうしたきつい，あるいはえげつない，あるいはあ

からさまな表現を，しばしば，やわらかい，品のよい，控え目な表現に変えて

いる。ちなみに，かつてカウツキー版の『資本論」や「剰余価値学説史』が，

モスクワの「マルクスレーニン主義者」から，マルクスの原稿での言葉遣い

を「和らげた」と非難されたが，それが非難されるべきことであったとするな

らば，『資本論」編集におけるエンゲルスも，同様の非難を受けなければなら

ないところであろう。（ＭＥＧＡではこの語は，テキストの部で，'xxxxxxxxx，
” 

すなわち「解読不能」としたうえで，異文目録では，「可能な読み方：sacri‐

ｆice」としている。しかし，筆者の模写してきたところによれば，手稿のこの

語をsacrificeと読むことはできそうにない。ＭＥＧＡ編集者も，この品のよ

くない語に戸惑ったのであろうか？）

/332上／（１）2)トウックの発見，すなわち，①｢ただ１つか２つの，しかも
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十分に説明のできる例外を除けば,過去半匝世紀間に起こった金の
流出を伴う為替相場の異常な低落は，すべて，いつでも流通媒介物の比較

的低い状態といっしょに起こっており，また逆の場合には逆であった」
￣ 

(フラートン，１２１ページ）－ということは，次のことを証明してい

る。すなわち，この流出3)が現われるのは，たいていは，イ)「すでに始まっ

ている崩壊の信号」として，②｢5)市場の在庫過剰や，われわれの生産物に

たいする外国の需要の途絶や，還流の遅れや，またこれらのすべてのこと

の必然的な結果としての商業上の不信や，工場の閉鎖や，労働者の飢餓

や，産業と事業との一般的な停滞やの徴侯」（フラートン，１２９ページ）

として現われるのだ，ということである。６)〔これは〕もちろん同時に，

｢潤沢なCirculation｣7)は地金を追い出し，低位のCirculationは地金8）

を引き寄せる9)，という通貨説の奴ら〔dcurrencyKerls〕１０)にたいする

最良の反駁'１)〔である〕。しかしわれわれにとってとくに注目すべきで

あるのは，地金流人のことを考えるからである。’2)彼らのの主張とは反

対に，潤沢な地金準備'3)はたいてい繁栄期にじっさいにみられるものだ

とはいえ，この蓄蔵貨幣はつねに，嵐〔Sturm〕のあとにくる沈静停滞

期M)に形成されるのである｡)'）

①〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

②〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

１）「｛」および「｝」－削除。

２）挿入一「フラートンが引用している」

３）「流出」－〉「金流出」

４）挿入一「興禽と騰貴との時期のあとのことであって,」

５）「」として，「」→「……」

６）挿入一「これは」

７）「」」－削除。

８）「地金」－手稿ではｉｔとあるべきところがitsとなっている。

９）挿入一口」

10）「通貨説の奴ら〔dcurrencyKerls〕」→「通貨説の人々〔Currency-

Leute〕の主張」
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11）挿入一「である」

12）「しかし，われわれにとってとくに注目すべきであるのは，地金流入のこと

を考えるからである。〔Aberfunsbesonderszumerken,wegendBul-

lioneinfluss.〕」－削除。

13）「潤沢な地金準備〔afullBullionReserve〕」→「イングランド銀行の強

大な金準備」

14）「沈静停滞期」－dquiescentustagnantZeit→dielustlosenund

stagnierendenZeiｔ 

さて，われわれは地金の流出を度外視しよう。－１）〔｛〕地金の流出

については2)いっさいの知恵が次のことに帰着する。すなわち，国際的

な3)流通・支払手段にたいする需要は，国内の⑪流通・支払手段にたいす

る需要とは違う，ということであり(5)それゆえにまた，当然，６)「流出の

存在は必ずしもCirculationにたいする国内需要の減退を意味しない」

(フラートン，１１２ページ)7)ということにもなるのである}5)，また，貴

金属の国外輸出(8)国際Circulationへの貴金属の投入)9)は，国内Cir-

culationへの銀行券や鋳貨の投入と同じではない，ということである。

{10)なお，①私はすでに以前に，国際的な支払のための準備金として集中

されている蓄蔵貨幣の運動は，それ自体としては，流通手段としての貨幣

の運動とは少しも関係がないということを述べておいた。〔｝〕もっと

も，次のことによって紛糾の種がはいりこんでくる。すなわち，この準備

金が同時に銀行券の免換性と預金とにたいする保証として役立つというこ

とによって，すなわち,'１)私が貨幣の本‘性から展開した蓄蔵貨幣のさまざ

まな機能，つまり支払手段（国内におけるそれ，満期になった支払)１２)の

ための準備金としての，通貨〔CUrrenCy〕13)の準備金としての，最後に世

界貨幣の準備金としての，蓄蔵貨幣の機能が，ただ，つの準備金に負わざ

れる｛M)それゆえに'5)また，事,盾によっては国内への流出16)が国外への

流出と結びつくことがありうるということにもなる}'7)ということによっ

てであり,１８)さらにそのうえに，蓄蔵貨幣がこれらの質のどれかにおける

準備金として果たさなければならない諸機能の本'性から'9)はけっして
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〔出てこない〕機能である，２０)信用制度〔Creditsystem〕や信用貨幣が

発達しているところ21)で22)党換の保証準備として役立つという機能が付

け加えられるということ23)によってであり,２４)そしてこの２つのこととと

もに25)，ｌ）２６)１つの主要銀行への一国の準備金の集中，２）できるかぎり

の最低限度へのこの準備金の縮小〔が生じること〕によってである27)。こ

こから，フラートンの次のような嘆き28)も出てくるのである。－「そ

して,',)イングランドでイングランド銀行の蓄蔵貨幣がまったく画枯
渇しそうに思われるときにきまって現われる熱病的な不安動揺の状態に比

べて，大陸諸国では為替相場の変動がまったく平静にすらすらと経過する

のがふつうだということを思えば，この点で金属通貨〔Currency〕が

もっている大きな長所に思いあたらざるをえないのである｡」（同前，１４２

ページ｡)30)｝31)32)＿では,33)地金の流出M)を度外視すれば，Ⅱ333上｜ど

うしたら，３５)たとえばイングランド銀行は，自行の〔銀行券〕発行額〔の

増加〕なしに36)，自行の有価証券を（すなわち自行の貨幣融通の額を)37）

増やすことができるのであろうか？

①〔注解〕カール・マルクス『経済学批判。第１分冊』，ベルリン，１８５９年，

130-132ページ（ＭＥＧＡ，Ⅱ/2,ｓ.211/212)。

ｌ）「さて，われわれは地金の流出を度外視しよう。－」－削除。

２）「地金の流出については〔ｗｏ〕」→「金流出については〔mitBezugauf

dieGoldabflUsse〕」

３）「国際的な」－エンゲルス版でも強調されている。

４）「国内の」－エンゲルス版でも強調されている。

５）「｛」および「｝」→「（」および「）」）

６）挿入一「フラートンが112ページで言っているように,」

７）「(フラートン，１１２ページ)」－削除。

８）「（」→「，」

９）「）」－削除。

10）「｛」－削除。

11）「この準備金が同時に銀行券の党換性と預金とにたいする保証として役立つ

ということによって，すなわち,」－削除。



254 

12）「支払手段（国内におけるそれ，満期になった支払)」→「国内における，

支払手段，満期になった支払」

13）「通貨〔Currency〕」→「流通手段〔Umlaufsmittel〕」

14）「｛」→「，」

15）「それゆえに〔wesswegen〕」→「ここから〔woraus〕」

16）「国内への流出〔eininternaldrain〕」→「イングランド銀行からの国内

への金流出」

17）「｝」→「，」

18）「であり，」→「である｡」

19）〔手稿異文〕ここに，「付け加えられるのではけっしてない，金属としての

機能である｡」と書いたのち，消している。

20）挿入一「別の紛糾の種が加わってくるのは，この蓄蔵貨幣にまったく窓

意的に負わされているもう１つの機能，すなわち」

21）「ところ」→「諸国」

22）挿入一「銀行券の」

23）「－この機能は，蓄蔵貨幣がこれらの質のどれかにおける準備金として果

たさなければならない諸機能の本性からはけっして〔出てこない〕機能であ

る－が付け加えられるということ」－削除。

24）「であり，」→「である｡」

25）「そしてこの２つのこととともに」→「そのうえ，最後に」

26）挿入一「ただ」

27）「〔が生じること〕によってである」→「ということが加わる」

28）挿入一「(143ページ)」

29）「そして,」－削除。

30）「(同前，１４２ページ｡)」－削除。

31）「｝」－削除。

32）エンゲルス版では，ここで改行されている。

33）「－では,」→「さて,」

34）「地金の流出」→「金流出」

35）挿入一「銀行券を発行する銀行,」

36）「自行の〔銀行券〕発行額〔の増加〕なしに」→「自行の銀行券発行額の増

加なしに」

37）「自行の有価証券を（すなわち自行の貨幣融通の額を)」→「自行が行なう

貨幣融通の額を」
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同行の店舗の外にある銀行券は，流通していようと私人の金庫のなかで

眠っていようと，同行自身に関していえば，すべてCirculationのなか

にある，すなわち同行自身の保有にはない])。だから，Circulationを増

やさないためには,2)有価証券にたいして発行された銀行券は3)同行に

還流し〔refluiren〕なければならない。イ）これは5）２つの仕方で起こり

うる。

1）「同行自身の保有にはない」→「同行の保有の外にある」

2）「Circulationを増やさないためには,」－削除。

3）「有価証券にたいして発行された銀行券は」→「イングランド銀行が割引や

担保貸付，つまり有価証券担保の前貸を拡張すれば，そのために発行される銀

行券は」

4）挿入一「というのは，もし還流しなければCirculationの額を大きくす

ることになるが，まさにそうであってはならないところなのだからである｡」

5）「これは」→「この還流は」

第１に1)，同行はＡに，彼の有価証券にたいして2)銀行券を支払う。Ａ

はこの銀行券でＢに満期手形の支払をし，Ｂはその銀行券を3)同行に預

金する。発券ｲ)はこれで終りとなるが，しかし貸付は残っている。（｢貸付

は残っているが，通貨〔Currency〕は，もし必要がなければ，発行者の

もとに帰っていく。｣）(5)フラートン，９７ページ）同行がＡに前貸しした

もの(よ，資本ではなくて，銀行券であったが，同じ銀行券6)がいま同行に

帰ってきた。これに反して，同行は，、この銀行券で表現されている価値

額だけのＢへの8)債務者であり，だから9)Ｂは，銀行の資本のうちのこの

価値額に相当する部分を自由に使うことができる６それゆえ，同行の元帳

の立場からすれば，取引は，同行がＡに資本を前貸しした，ということ

に落ちつくのである。’0)しかし，この元帳の立場は，’１)取引の本性をいさ

さかも変えるものではない。そしてその本性とは，Ａが必要としたもの

は資本ではなくてＢへの「支払手段」であったということ，発行された

銀行券は支払手段として機能したということ，そして貨幣融通への圧迫は
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けっして資本への需要ではなくて，支払手段への需要だということであ

る。ただし，最後の場合に同行がその需要を満たすことができるのは，流

通総量〔Circulationsmasse〕にそれだけの銀行券を追加することに

よってではなくて，同行がＢにたいする一定価値額の債務者となること

によって，つまり前貸が同行の資本の勘定にかかってくる，ということに

よってでしかないのではあるが。

1）「第１に」－エンゲルス版でも強調されている。

2）「彼の有価証券にたいして〔aufhissecurities〕」→「有価証券と引き換え

に〔gegenWertpapiere〕」

3）挿入一「ふたたび」

4）「発券〔issue〕」→「この銀行券のZirkulation」

5）「）（」－削除。

6）「同行がＡに前貸ししたものは，資本ではなくて，銀行券であったが，同

じ銀行券」→「同行がＡに前貸しした銀行券」

７）挿入一「Ａの，またはＡによって割引された手形の受取人の，債権者で

あり,」

８）「への〔an〕」→「の〔von〕」

９）挿入一「また」

１０）ここからこのパラグラフの終りまでは削除されている。原文は次のとおり

である。－VomStandpunktihresledgerauslOstsichdTransac‐

tiondaherdarinauf，dasssiedACapitalvorgeschossenhat・Dieser

ledgerStandpunktAndertaｂｅｒｎｉｃｈｔｓａｎｄＮａｔｕｒｄ、Transaction・

Unddieser＊ist，ｄａｓｓｗａｓＡ）brauchtenichtCapitalwar，sondern 

,,Zahlungsmittel“ａｎＢ，ｄａｓｓｄ、ausｇｅｇｅｂｎｅＮｏｔｅａｌｓＺａｈｌｕｎｇｓｍｉｔｔｅｌ

functionirthatu、dassdpressureforpecuniaryaccommodation

keineswegsdemandforcapital，ｓｏｎｄｅｒｎｄｅｍａｎｄｆｏｒｍｅａｎｓｏｆｐａｙ－ 

mentist，obgleichdBankimletzternFalld・demandnichtbefriedi-

genkanndadurchdasssiedCirculationsmassesovielNotenzufUgt， 

ｓｏｎｄｅｒｎｎｕｒｄａｄｕｒｃｈ，ｄａｓｓｓｉｅｚｕｍＳｃｈｕｌｄｎｅｒｅｉｎｅｒｂｅｓｔｉｍｍｔｅｎ 

ＷｅｒｔｈｓｕｍｍｅａｎＢｗｉｒｄ，ａｌｓｏＣＬＶｒｏｓｃｈｕｓｓａｕｆＲｅｃｈｎｕｎｇｉｈｒｅsCapi-

talskommt・引用者が＊を付したdieserは，dieseであるべきところ（女

性名詞の「本'性〔Natur〕」を指すもの）と考えて，訳出した。

11）〔手稿異文〕ここに，「現実の〔wirklich[en]〕」と書いたのち，消して
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いる。

第２にD，ＡはＢに支払い，そしてＢ自身か，またはさらにＢから銀

行券で支払を受けるＣは，この銀行券で同行に，直接または間接に，満期

手形の支払をする。この場合同行は，自分自身の銀行券で支払を受けた2）

のである。だが,3)この場合には取引はこれで終わっている(4)Ａから銀

行への返済だけを除いて}４)5)のだから，同行がなんらかの仕方で資本を

前貸ししたと言うことはできない。同行は銀行券を発行し，それがＡに

とってはＢへの支払手段として，Ｂにとっては同行への支払手段として

役立ったのである。ただＡにとってのみ資本｛これはここでは，事業に

投下される価値額という意味においてである｝が問題となるが，それは，

彼がのちに自分の還流金を，したがって自分の資本の一部分を，同行に支

払わなければならないというかぎりでのことである。この場合，彼がこれ

を金で返済するかそれとも銀行券で返済するかは，彼にとってまったくど

うでもよいことである。というのは，彼は（銀行とは違って）なんらかの

種類の商品資本を譲渡しなければならない，言い換えればなんらかの譲渡

の受取金を銀行に支払わなければならないのであり，したがって金または

銀行券を,画それらの貨幣名に等しいなんらかの等価物と引き換えに
受け取ったのだからである。彼にとっては，この金または銀行券は6)資本

の価値表現なのである｡7）

1）「第２に」~エンゲルス版でも強調されている。

2）「支払を受けた」－sichgezahlthat->bezahltwurde

3）「だが,」－削除。

4）「｛」および「｝」→「（」および「）」

5）エンゲルス版では，ここで文章が切られており，ここからこのパラグラフの

終りまでは削除されている。途中で切られた文章を含めて，削除された原文は

次のとおりである｡－DaaberdTransactionhiermitfertiｇｉｓｔ［ｂｉｓａｕｆ

ｄ、repaymentd、ＡａｎｄＢａｎｋ]，kannnichtgesagtwerden，dasssiein

irgendeinerArtCapitalvorgeschossenhat・ＳｉｅｈａｔＮｏｔｅｎａｕｓ－ｇｅｇｅｂｅｎ，
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ｄｉｅｄｅｍＡａｌｓＺａｈｌｕｎｇｓｍｉｔｔｅｌａｎＢｕ・ｄＢａｌｓＺａｈｌｕｎｇｓｍｉｔｔｅｌａｎｄ．

Bankdienten・ＮｕｒｆｄＡｈａｎｄｅｌｔｅｓｓｉｃｈｓｏｗｅｉｔｕｍＣａｐital［diesshier

ｉｎｄＳｉｎｎｖ、Werthsumme，ｄ・inGesch2iftenangelegtist］ａｌｓｅｒｓ．

ReturnsspaterdBankzuzahlenhat，ａｌｓｏｅｉｎｅｎＴｈｅｉｌｓ・Capitals；

wobeiesihmtotalWurstist,ｏｂｅｒｄｉｅｓｓｉｎＧｏｌｄｏｄＮｏｔｅｎｚｕｒＵｃｋｚａhlt， 

dａｅｒ（imUnterschiedv．ｄ・Bank）WaarencapitalirgendeinerArt

veraussernmussod．ｄ、ＥｉｎｎａｈｍｅｉｒｇｅｎｄｅｉｎｅｒＶｅｒｔｉｕｓｓｅｒｕngdBank

zahlenmuss，ａｌｓｏｄ・Ｇｏｌｄｏｄ．ｄ・Ｎｏｔｅｎｆ､ｅｉｎｉｈｒ＊Denominationgleiches

Equivalenterhaltenhat・ＦＵｒｉｈｎｓｉｎｄｓｉｅｄ・Ｗｅｒｔｈａｕｓｄｒｕｃｋｖ、Capital．

引用者が＊を付したihrはihrerとあるべきところであろう。

6）〔手稿異文〕ここに，「現実の〔realem〕」と書いたのち，消している。

7）エンゲルス版ではここに，エンゲルスによるものであることを明記すること

なしに，１パラグラフをなす次の１文を挿入している。－

「では，銀行からＡへの前貸は，どの程度まで資本の前貸とみなされ，どの

程度までたんなる支払手段の前貸と見なされるのか？」

エンゲルスはこの文に，次のような編集者注をつけている。－

「原文のなかのここに続く箇所は関連が理解できないので，括弧の終りまで

は編者が新しく書き換えたものである。別の関連ではこの点にはすでに第２６

章でふれている。－Ｆ・エンゲルス」

エンゲルスによって，前出の比較的大きな２つの部分を削除して「新しく書

き換えられた〔neubearbeitet〕」挿入は，次のとおりである。－

「{この問題は前貸そのものの性質にかかっている。これについては３つの場

合を検討する必要がある。

第１の場合。－Ａは銀行から前貸金額を彼の個人信用で，なにも担保を

提供することなしに，受け取る。この場合には，彼は支払手段の前貸を受けた

だけではなく，無条件に新たな資本の前貸をも受けたのであって，返済する

まではそれを自分の事業で追加資本として使用し増殖することができるので

ある。

第２の場合。－Ａは銀行に有価証券，すなわち国債や株式を担保に入れ

て，それと引き換えにたとえば時価の３分の２までの現金前貸を受け取った。

この場合には，彼は自分が必要とする支払手段を受け取ったのではあるが，追

加資本を受け取ったのではない。なぜならば，彼は自分が銀行から受け取った

よりも大きい資本価値を銀行に引き渡したからである。しかし，このより大き

い資本価値は，一面では，それが利子を生むように一定の形態で投下されてい

たので彼の当面の必要一支払手段一のためには使えなかったのであり，ま
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た他面ではＡにはそれを売って直接に支払手段に換えなかっただけの理由が

あったのである。彼の有価証券は，とりわけ準備資本として機能するべき任務

をもっていたのであって，このようなものとして彼はそれを機能させたのであ

る。そこで，Ａと銀行とのあいだに一時的な相互的な資本移転が行なわれた

のであり，したがってＡは追加資本は受け取らなかったが（むしろ逆だ！）

必要な支払手段を受け取ったのである。これに反して，銀行にとってはこの取

引は貨幣資本を貸付金というかたちで一時的に固定すること，貨幣資本を１つ

の形態から別の形態に転換することだったのであって，この転換こそはまさに

銀行業務の本質的な機能なのである。

第３の場合。－Ａは銀行で手形を割引してもらい，そのかわりに，割引

料を差し引いた金額を現金で受け取った。この場合には，彼は流動的でない形

態にある貨幣資本を銀行に売って，そのかわりに流動的な形態にある価値額を

受け取ったのである。つまり，まだ流動的でない形態にある貨幣資本を銀行に

売って，そのかわりに現金を手に入れたのである。その手形は今では銀行の所

有物である。このことは，支払が行なわれない場合には最終裏書人のＡが銀

行にたいしてその金額を保証するということによっては，少しも変わらない。

Ａはこの責任を他の裏書人たちや振出人と分担しているのであって，これら

の人々にたいしては彼自身が求償権をもっているのである。だから，ここにあ

るのは，けっして前貸ではなく，まったく普通の売買である。それゆえ，Ａ

は銀行になにも返す必要はないのであり，銀行は満期日に手形の取立によって

保証を受けるのである。この場合にもＡと銀行とのあいだには相互的な資本

移転が，しかも他のどの商品の売買の場合ともまったく同様に，行なわれたの

であり，またそれだからこそＡはなにも追加資本を受け取ってはいないので

ある。彼が必要として受け取ったものは支払手段だったのであって，彼はそれ

を，銀行が彼のために彼の貨幣資本の一方の形態一手形一を他方の形態

一貨幣一に転化させてくれたことによって，手に入れたのである。

こういうわけで，現実の資本前貸と言うことができるのは，ただ第１の.場合

だけである。第２と第３の場合には，せいぜい，どの資本投下でも「資本が前

貸される」のだという意味でそう言えるだけである。この意味では銀行はＡ

に貨幣資本を前貸しするのであるが，しかしＡにとってそれが貨幣資本であ

るのは，せいぜい，それが彼の資本一般の一部分であるという意味でのことで

しかない。そして，彼がそれを要求し使用するのは，とくに資本としてではな

く，とくに支払手段としてである。もしそうでなければ，支払手段を調達する

ために行なわれる普通の商品販売はすべて資本前貸を受けることとみなされな

ければならないであろう。－Ｆ・エンゲルス)」
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私営発券銀行')の場合には，次のような違い2)〔がある〕。すなわち，自

行の銀行券が地方的Circulationのなかにとどまっているのでもなく，

また預金または満期手形の返済3)のかたちで同行自身に帰ってくるのでも

ない場合には，同行は，同行の銀行券4)を手に入れた人々に，それと引き

換えに金またはイングランド銀行券を返さ5)なければならない，というこ

とである。６)この場合には7)，同行にとっては,8)同行の銀行券の前貸は，

事実上はイングランド銀行券の前貸を意味し，または，同行にとっては同

じことであるが，金の前貸を，したがってその銀行の銀行業資本の前貸，）

を表わしているのである。同様に,'0)イングランド銀行自身が－そして

このことは，銀行券発行の最高限度を法定されているすべての銀行にあて

はまるのであるが－１１)，同行自身の銀行券をCirculationから引き上げ

て次にふたたびそれを発行するために１２)ために公的有価証券13)を売却し

なければならない場合には，同行にとっては,Ｍ)いまや自身の銀行券が，

同行の譲渡された'5)銀行業資本の一部分を表わしているのである。

1）「私営発券銀行」－Privatebanksofissue--PrivatbankmitNoten-

ausgabe 

2）挿入一「がある〔besteht〕」

3）「返済」－－「支払」

4）「同行の銀行券」→「この銀行券」

5）「返す〔retourniren〕」→「支払う」

6）挿入一「こうして〔so〕,」

7）「この場合には」－dann→indiesemFall

8）「同行にとっては,」－削除。

9）「銀行業資本の前貸〔ihresBankingCapital[s]〕」（ドイツ語は「銀行業

資本の」であるが，この語のまえに「前貸〔Vorschuss〕」という語が省

かれているものと考えられる｡）→「銀行資本の一部分〔einenTeilihres

Bankkapitals〕」

10）「同様に,」→「同じことは次のような場合についても言える｡」

11）「－そしてこのことは，銀行券発行の最高限度を法定されているすべての

銀行にあてはまるのであるが－」→「またはそのほかの銀行でも銀行券発

行の最高限度を法定されている銀行が」
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12）「発行するために」（原語はｕｍ…zuvergegenと書かれているように見

えるが，ｕｍ…zuverausgabenとでもあるべきところと見ておく。）→「前

貸のかたちで発行するために〔ｕｍ…imVorschUssenauszugeben〕」

１３）「公的有価証券〔publicsecurities〕」→「有価証券〔Wertpapiere〕」

14）「同行にとっては〔ihr〕,」－削除。

15）「譲渡された〔veraussert〕」－〉「流動化された〔mobilisiert〕」

かりにCirculationが純粋に金属によるもの〔metallisch〕だとして

も，同時に，１）流出')2)が生じて金庫を力､らっぽにすることもありうる

し，また，２）金がおもに諸支払（過去の諸取引3)）の決済ｲ)のためにだけ

銀行から要求されるので，銀行の有価証券担保前貸が非常に増大しても，

それが預金のかたちで(5)または満期手形の返済のかたちで)5)銀行に

帰ってくることもありうるであろう。その結果，一方の場合には〔einer-

seits〕６)銀行の総準備高7)が減少し，他方の場合には〔andrerseits〕銀

行は，前には所有者としてもっていたのと同じ金額を今では預金者たちに

たいする債務者8)としてもっていることになり，９)結局は流通媒介物の総

量'0)が減少するであろう。

１）「流出」→「金流出」

２）挿入－「(ここで金流出と言っているのは，明らかに，少なくとも一部分

は外国に出て行くもののことである。－Ｆ､エンゲルス)」

３）挿入一「の清算」

４）「諸支払（過去の諸取引）の決済｣→｢諸支払の決済（過去の諸取引の決済)」

５）「（」および「）」－削除。

６）挿入一「銀行の手持ちの〔imPortefeuille〕有価証券が増加するのにつ

れて,」

７）〔手稿異文〕「総準備高〔Gesammtvorrath〕」←「準備高〔Ｖor[rath]〕

８）「預金者たちにたいする債務者」→「預金者たちの債務者」

９）挿入一「そして」

10）〔手稿異文〕「総量」←「量」

これまで前提されていたことは，前貸は銀行券でなされ，したがって銀
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行券発行の増加を，どんなに瞬過的なものである')としても，少なくとも

一時的には，伴うということである。しかし，このことは必要ではない。

銀行は2)，紙券のかわりに帳簿信用を与える3)こともできる。つまりこの

場合には，同行の債務者４)が同行の仮想の預金者になるのである。彼は5）

銀行あての小切手で支払い，６)小切手を受け取った人はそれで7)取引銀行

業者に支払い，この銀行業者はそれを自分あての銀行小切手8)と交換する

(①手形交換所)9)。このような場合には10)銀行券の介入はぜんぜんID〔生

じ〕ないのであって，全取引は，銀行にとっては自分が応じなければなら

ない請求権が自分自身の小切手'2)で決済されて，銀行が受ける現実の補

償はＡにたいする信用請求権にあるということに限られる。この場合に

は，銀行はＡに自分の銀行業資本'3)－なぜなら自分自身の債権川)なの

だから－の一部分を前貸ししたのである。

①〔注解〕手形交換所〔Clearing-House〕については，〔ＭＥＧＡ，Ⅱ/4.2,〕

４７０ページ４１－４２行への注解を見よ。〔この注解は次のとおりである。－

「ロンドンのロンバード通りにある手形交換所は１７７５年に設立された。これ

に属していたのはイングランド銀行とロンドンの最大級の銀行商会であった。

これの課題は，相互的な請求権を手形，小切手その他から差引決済すること

であった｡｣〕

１）「どんなに瞬過的なものである〔nochsoverschwindend〕」→「すぐにま

た消え去る〔sofortwiederverschwindend〕」

２）挿入一「Ａに」

３）「与える」→「開設する」

４）挿入一「であるＡ」

５）挿入一「自分の債務者に」

６）挿入一「この」

７）「それで〔damit〕」→「さらにそれを」

８）「自分あての銀行小切手〔die〔checks〕dBankaufihn〕」→「自分あて

の未決済小切手〔dieaufihnlaufendenSchecks〕」

９）「交換する（手形交換所)」→「手形交換所で交換する」

10）〔手稿異文〕ここに，「……できない」と書いたのち，消している。

１１）挿入一「生じ〔stattfinden〕」
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12）「自分自身の小切手」→「自分自身あての小切手」

13）「銀行業資本〔bankingcapital〕」→「銀行資本」

14）「自分自身の債権〔ihreeignenSchuldforderungen〕」－「債権〔Sch-

uldforderungen〕」は「債務〔Schulden〕」の誤記ではないかと思われ

る。

このような，貨幣融通を求める圧迫、が資本にたいする圧迫2)であると

いうかぎりでは，それが《そのようなもの》3)であるのは，ただ，銀行業

資本⑪，つまり銀行業者の立場から見ての資本にとって，すなわち，金（地

金の流出の場合)5〕'６)イングランド銀行券（国立銀行の銀行券)7)~これ

は私営銀行業者8)にとっては，ただなんらかの等価物で買われるだけの9）

ものであり，したがって彼らの資本を10)表わしている＿にとって,ＩＤ最

後に，金や銀行券を手に入れるために売りとばされなければならない公的

回有価証券(国債証券やその他の利子付証券)にとってでしかない121。
('3)しかし，これらの有価証券は，それが国債証券であれば，それを買っ

士人に’'334上｜とってだけ資本なのであって，この人にとっては，彼の

購入価格を表わし，彼がそれに投下したM)資本を表わしている。それ自

体としては，それは資本ではなく，ただの債権である。もしそれが土地抵

当証券15)であれば，それは将来の地代16)にたいするたんなる指図書であ

り，またもしその他の株式であれば，将来の剰余価値の受領を権利づける

たんなる所有証書である。すべてこれらのものは，’7)資本ではなく，生

産的'8)資本のどんな構成部分をもなしてはいないのであって，じっさい

それ自体としてはどんな価値でもない｡)13)最後に，そのような19)取引に

よって，２０)銀行のものである貨幣等々21)が預金に転化し，その結果，銀

行はその貨幣の所有者から22)債務者になり，別の占有権限のもとにそれ

を保有するということもありうる。銀行自身にとってはこのことがいかに

重要であるにせよ，それは国内に現存する資本の総量を，また貨幣資本の

総量をさえも，いささかも変えるものではない。つまりこの場合，資本は

ただ貨幣資本として現われるだけであり，また，貨幣を除けば23)，たんな
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る資本権限として現われるのである。これは非常に重要なことである。と

いうのは，２４)銀行業資本へのそのような圧迫やそれにたいする需要と比

べてのそれの相対的な欠乏が25)，実物資本〔realcapitaD26)の減少と混同

されるからであって，実物資本はこのような場合には，市場を供給過剰に

しているのである27)。

１）「貨幣融通を求める圧迫〔pressureforpecuniaryaccommodation〕」→

「貨幣融通にたいする需要〔NachfragenachGedlakkommodation〕」

２）「資本にたいする圧迫〔pressureuponcapital〕」→「資本にたいする需

要〔NachfragenachKapital〕」

３）「そのようなもの〔solches〕」-つ「こういうもの〔dies〕」

４）「銀行業資本〔bankingCapital〕」→「貨幣資本」

５）「(地金の流出の場合)」→「－外国への金流出の場合一」

６）挿入一「または」

７）「イングランド銀行券（国立銀行の銀行券)」→「国立銀行の銀行券」

８）「私営銀行業者」→「私営銀行」

９）「ただなんらかの等価物で買われるだけの」→「ただなんらかの等価物と引

き換えに買うことによってしか手にはいらない」

１０）「彼らの資本を」→「彼らにとっては資本を」

11）「にとって,」→「にとってでしかない。あるいは」

12）「売りとばされ〔verklopftwerden〕なければならない公的有価証券（国

債証券やその他の利子付証券）にとってでしかない」→「売られ〔verkauft

werden〕なければならない利子付有価証券すなわち国債証券，株式，等々

が問題だとしよう」

13）「（」および「）」－削除。

１４）「投下した」－investiren→anlegen

l5）「土地抵当証券」－mortgages→Hypotheken

l6）「地代」－Rente--Bodenrente

l7）挿入一「現実の〔wirklich〕」

18）「生産的」－削除。

19）「そのような〔solcher〕」→「同じような〔dhnlich〕」

20）〔手稿異文〕ここに，「銀行業の発行〔dbankingissues〕」と書いたの

ち，消している。

21）「等々〔etc.〕」－削除。
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22）「から」→「でなく」

23）「貨幣を除けば〔mitAusnahmev・Geld〕」→「現実の貨幣形態で存在し

ない場合には」

24）ここに消し忘れの定冠詞ｄ・がある。

25）「銀行業資本へのそのような圧迫やそれにたいする需要と比べてのそれの

相対的な欠乏が〔solchepressureuponbankingcapitalujtsreletive

scarcityinrespecttothedemandforit〕」→「銀行資本〔Bankkapital〕

の欠乏やそれにたいする切迫した需要が」

26）「実物資本〔realcapital〕」→「現実資本〔wirklichesKapital〕」エンゲ

ルス版では「現実」の部分が強調されている。

27）「市場を供給過剰にしているのである」→「反対に，生産手段や生産物の形

態で過剰に存在していて市場を圧迫しているのである」

ところで，われわれは銀行の有価証券の増大（あるいは貨幣融通を求め

る圧迫の増大）と，それと同時に生じる通貨〔Currency〕の総量の減少

ないし停滞とを，二重の仕方で説明した｡')すなわち，１）地金の流出2)に

よって，２）たんなる支払手段としての貨幣の3)需要によって。この第２

の場合には，その発行がただ一時的であるｲ)か，または帳簿信用のゆえ

に5)取引がまったく銀行券の発行なしに行なわれる6)のであり，したがっ

て，《たんなる》信用取引が諸支払を媒介するのであって，また7)これら

の支払の媒介8)がこの貨幣取引9)の唯一の目的なのである。貨幣がただ諸

支払の決済のためにのみ機能する場合には（そしてそのような恐'院のとき

に借りる１０)のは，支払うためであって買うためではなく，過去の諸取引

を終わらせるU)ためであって新たな諸取引を開始する12)ためではない)，

その貨幣のCirculationはただ瞬過的〔verschwindend〕でしかないの

であって，この決済がまったく貨幣の介入なしにたんなる信用操作によっ

て行なわれるのではない場合'3)〔でさえも〕そうだということ，したがっ

て巨大な額のこのような取引と貨幣融通にたいする大きな圧迫とがM)，

Circulationを拡大することなしに生じうるということ，これは貨幣の特

性である。しかし，フラートン，トゥック等々が持ち出している事実，す

なわち,'5)イングランド銀行が有価証券の膨張によって示されるような大
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きな貨幣融通をしている１６)のに，それと一緒に、同行のCirculationが

停滞したままである18)かまたは減少一低位の通貨〔alowcurrency〕

-19)しさえもするというたんなる事実は，一見して明らかに，けっし

て，彼らが彼らの誤った「資本の問題」のために主張しているのとは違っ

て20)，支払手段としての機能における貨幣《(銀行券)》のCirculationは

増加も膨張２１）もしないということを証明するものではないのである。購

買手段としての銀行券22)のCirculationは23)減少するのだから，支払手

段としての銀行券の2ｲ)Circulationは増加しうるし，また，Circulation

の総額すなわち購買手段ﾌﾟﾗｽ25)支払画手段として機能する銀行券
の合計は，２６)停滞した27)ままでありうるし，あるいは減少することさえ

も28)ありうる。２９)支払手段としてのCirculationは，彼らにとっては30)，

Circulationではないのである。

ｌ）「ところで，われわれは銀行の有価証券の増大（あるいは貨幣融通を求める

圧迫の増大）と，それと同時に生じる通貨〔Currency〕の総量の減少ないし

停滞とを，二重の仕方で説明した｡」→「だから，流通手段の総量は不変であ

るかまたは減少するのに，どうして銀行が担保として保有する有価証券の量

が増大することができるのか，つまり，銀行からの貨幣融通を求めて殺到す

る増加需要にどうして応じることができるのか，ということは，まったく簡

単に説明がつくのである。しかも，この流通手段の総量はこのような貨幣欠

乏の時期には二重の仕方で制限されるのである｡」

２）「地金の流出」→「金流出」

３）「の」→「への」

４）「その発行がただ一時的である」→「発行された銀行券がすぐ還流する」

５）「帳簿信用のゆえに〔beibookcredit〕」→「帳簿信用によって〔vermit‐

telstBuchkredit〕」

６）「行なわれる〔stattfinden〕」→「進行する〔sichabwickeln〕」

７）「また」－削除。

８）「媒介」→「決済」

９）「貨幣取引〔monetarytransaction」→「取引」

10）「そのような恐慌のときに借りる〔insolchenCrisenwirdgepumpt〕」

→「恐慌の時期に前貸を受ける」
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11）「諸取引を終らせる〔Transactionenabschliessen」→「諸取引をかたづ

ける〔Geschafteabwickeln〕」

12）「開始する」－beginnen→einleiten

l3）挿入一「でさえも〔selbst〕」

14）「巨大な額のこのような取引と貨幣融通にたいする大きな圧迫とが」→「貨

幣融通の要求が非常な勢いで押し寄せる場合にも，巨大な額のこのような取

引が」

15）「フラートン，トゥック等々が持ち出している事実，すなわち,」－削除。

16）「有価証券の膨張によって示されるような大きな貨幣融通をしている〔a

largepecuniaryaccommodation，ａｓｉｎｄｉｃａｔｅｄｂｙｔｈｅｅｘｐａｎｓｉｏｎｏｆｔｈｅ 

Securities〕」→「巨額の〔stark〕貨幣融通をしている」

17）「と一緒に〔zusammenmit〕」→「と同時に〔gleichzeitigmit〕」

18）「停滞したままである〔stagnantbleiben〕｣→｢動かない〔stabilbleiben〕」

19）「－低位の通貨〔alowcurrency〕－」－削除。

20）「彼らが彼らの誤った「資本の問題〔questionofcapital〕」のために主張

しているのとは違って」→「フラートン，トゥックその他の人々が（貨幣融

通を貸付資本〔capitalonloan〕の借入れ，追加資本の借入れと同一視する

という彼らの誤りの結果として）推論しているのとは違って」

21）「膨張する」－expandiren→ausdehnen

22）〔手稿異文〕「銀行券」←「貨幣」

23）挿入一「そのような巨額の融通が要求される不況期には」

24）「銀行券の」－手稿では，ｉｈｒとあるべきところが，誤ってｓｅｉｎとなっ

ている。（ＭＥＧＡではihrと訂正しているが，この訂正は訂正目録に記載さ

れていない｡）

25）「プラス」→「および」

26）挿入一「それにもかかわらず〔dennoch〕,」

27）「停滞した〔stagnant〕」→「動かない〔stabil〕」

28）〔手稿異文〕「停滞したままでありうるし，あるいは減少することさえも」

←「減少することが」

29）挿入一「発行する銀行にすぐ還流してくる銀行券の」

30）「彼らにとっては」→「これらの経済学者たちの見るところでは」

購買手段としてのCirculationが減少するよりも高い程度で支払手段

としてのCirculationが増加するとすれば，たとえ')購買手段としての機
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能における貨幣2)が量から見てかなり減少したとしても，総Circulation

は増大するであろう。そしてこのことは，恐`慌中のある諸時点で現実に起

こるのである。３)フラートン等々4)は，支払手段としての銀行券のCircu-

latiOnがこのような圧迫5)の時期の特徴だということを示さない6)ので，

この現象を偶然的なものとして取り扱うのである。①｢銀行券を手に入れ

ようとする激しい競争はパニックの時期を特徴づけるものであり，また，

ときには，1825年の終りのように，地金の流出がまだ続いている時にさ

えも，一時的でしかないとはいえ突然の発券増加をひき起こすこともある

のであるが，ふたたびこのような競争の実例について言えば，私の考える

ところでは，このような実例は低い為替相場の自然的な，あるいは必然的

な付きものとみなすべきではない。このような場合の需要は，Circu‐

lation〔」〕（購買手段としてのCirculationと言うべきであろう）〔「〕

のための需要ではなく，蓄蔵のための需要であり，流出が長く続いたあと

に恐`慌の終幕で一般的に生じる狼狽した銀行家や資本家の側からの需要7）

であり，また，金の流出がやむことの前兆である｡｣ａ）／

①〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

1）〔手稿異文〕ここに，「本来の［……］としての貨幣が」と書いたのち，消し

ている。

2）「購買手段としての機能における貨幣」→「購買手段として機能する貨幣」

3）挿入一「すなわち，それは信用が完全に崩壊してしまったときのことで

あって，そういうときには，商品や有価証券が売れなくなっているだけではな

く手形も割引できなくなっていて，もはや現金支払または商人の言うキャッ

シュのほかにはなにも通用しないのである｡」

4）「フラートン等々」→「フラートンやその他の人々」

5）｢圧迫〔pressure〕」→「貨幣欠乏〔Geldnot〕」

6）「示さない〔nichtbeweisen〕」→「わからない〔nichtbegreifen〕」（手稿

でのnichtbeweisenはnichtbewuBt〔sind〕（知らない）とあるべきところ

かとも思われる｡）

7）挿入一「」（つまり支払手段の準備としての）「」



「流通手段と資本」（｢資本論』第３部第28章）の草稿について２６９

【原住】／334下／ａ）')フラートン，130ページ。

1）「フラートン，１３０ページ｡」－エンゲルス版では，上の引用のあとに括弧

書きされている。

’)第4605号。「(イングランド）銀行がその利子率をさらに引き上げざ

るをえなくなったので，だれもが不安になっているようでした。地方銀行

業者は手持ちの地金の額を増やし，また銀行券の保有額を増やしました。

そして，平素はおそらく数百万ポンド・スターリングの金および銀行券を

手持ちしているのを常としていた私たちの多くが，たちまち数千ポンド・

スターリングを金庫や引出しのなかにしまいこみました。というのは，割

引についても，われわれの手形が市場で流通できるかどうかについても，

不安が広がっていたからで，これに続いて一般的な退蔵が起こったので

す｡」（商業的窮境，1847-1848年｡)2)このようなときに国立銀行にとって

Circulationとして現われるものは，中央から周辺への蓄蔵貨幣の拡散な

のである。ロンドンの金貸し業者のうちの少しばかりの投機的頭脳は，こ

のような時期に銀行券の人為的な欠乏をつくりだすのを常としている。

l）この原注の以下の部分は，すべて削除されている。ただし，最初の「商業的

窮境，1847-1848年」から証言第４６０５号からの引用は，すでに草稿の３２１

ページでも，雑録のなかで，「moneyedCapitalの蓄積とそれが利子率に及

ぼす影響」という見出しをもつ諸引用の一部として抜華されており，それがエ

ンゲルス版の第26章（ＭＥＷ,Ｂｄ25,432ページ）に収められている。

2）このパラグラフの以下の部分の原文は，次のとおりである。－Ｗasdann

alsCirculationerscheintfd・Nationalbankistd・Dispersiondhoards

vomCentrumnachdPeripherie・EinigespeculativeK6pfeunterd

LondonermoneylenderspflegeninsolchenZeitenanartificialdearth 

ofnoteszuproduciren． 

「あるおりに，ある握り屋の老銀行家がその私室で，自分が向かってい

た机のふたをあけて，１人の友人に幾束かの銀行券を示しながら，非常に
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うれしそうに言った。ここに６０万ポンド・スターリングがあるが，これ

は金融を逼迫させるためにしまっておいたもので，今日の３時以後にはみ

な出してしまうのだ，と。この話は,……1839年の最低位のCirculation

の月に実際にあったことなのである｡」（〔ヘンリー・ロイ〕「為替相場の理

論｣，ロンドン，1864年，８１ページ｡)，

1）ヘンリー・ロイ『為替相場の理論』からのこの引用は，最後の文を除いて，

第１部第３章第３節ｂ「支払手段」のなかで，「このような瞬間が「商業の友

〔ａｍｉｓｄｕｃｏｍｍｅｒｃｅ〕」によって，どのように利用されるか｣，という例とし

て引用されている（ＭＥＷ,Ｂｄ23,152-153ページ，注101)。

①②｢資本〔」〕（１）〔「〕の供給は増加し，融通への需要は減少した。

あらゆる非常事態に備えようといういつもの欲求一そしてこれが先週の

終りに調査を促したものであったが－の結果，いつものように公衆は，

実際に彼らが不足のために必要としているよりも大きな金額を確保しよう

と努力した。そして，自分自身の補充が十分になったにもかかわらず，彼

らは喜んで預金から彼らの残高を引き出し，これを払い出すべき好機に賭

けたのである。……Ｄ銀行券の欠乏を生じさせるために取られた手段につ

いて，ひどく奇妙なうわさがいくつか流れている。……なにかこの種の

トリックが用いられたと想像することはどうかと思われるにしても，うわ

さは相当に広まっており，たしかに言及に値するものである｡」（｢ジ・オ

ブザーバー」４月２４日）（1864年）

①〔注解〕「フアンドーシテイー，４月２３日，土曜日｣。所収：『ジ・オブ

ザーバー｣，ロンドン，第3806号，1864年４月２４日，４ページ第１欄｡－マル

クスがこの引用を，このまえに挙げられている書物『為替相場の理論｡……』，

２３６ページから取ったことは明らかである。

②〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。

1）以下の部分は，前パラグラフの『為替相場の理論」からの引用のあとに，

「半ば政府機関紙である「ジ・オブザーバー』紙の１８６４年４月２４日号は，次

のように述べている｣，として引用されている。



「流通手段と資本」（『資本論」第３部第28章）の草稿について２７１

第１６５３号。（Ｓガーニ。ロンドンのビル・ブローカー）①｢昨年〔」〕

(1847年）〔「〕１０月に地方の仲間たちがわれわれの手に預金した貨幣を

求めて，国のあらゆる地域から，われわれにたいする全般的な需要があっ

た｡」【原住終り】’

『商業的窮境……にかんする秘密委員会第１次報告書』，１８４８年６

｢ロンドン・ノート，1850-1853年｣，第７冊から取られている。

1Ｖ/８，ｓ263,Ｚ23-25.） 

①〔注解〕

月８日。

（ＭＥＧＡ， 

／334上/支払の連鎖が')中断されたときに，貨幣がそれのたんに観念的

な形態2)から，諸商品に対立する，３)物的で同時に絶対的な形態に転変す

ることは，①すでに貨幣を考察したところで（支払手段の項目のもとで)4）

回論じておいた｡,)この中断そのものは,信用の動揺やそれに伴う諸
事'盾，すなわち供給過剰の市場6)や商品の減価や生産の中断等々の，一部

は結果であり，一部は原因である。

①〔注解〕カール・マルクス『経済学批判。第１分冊』，ベルリン，１８５９年，

125-126ページ（ＭＥＧＡ，Ⅱ/2,ｓ207/208)。

1）挿入一「急激に」

2）「それのたんに観念的な形態〔seineblosidealeForm〕」→「たんに観念

的な１形態〔einebloBidealeForm〕」

3）挿入一「価値の」

4）「貨幣を考察したところで（支払手段の項目のもとで)」→「支払手段として

の貨幣を考察したところ（第１部第３章第３節ｂ）で」

5）挿入一「そのいくつかの実例も同じ箇所の注１００と１０１とであげておい

た｡」

6）「供給過剰の市場〔overstockedmarkets〕」→「市場の供給過剰〔Uber-

fUhrungderMEirkte〕」

フラートン等々Ｄが，「2)購買手段｣2)としての貨幣と「3)支払手段｣3)と

しての貨幣との区別を，、)通貨〔CUrrenCy〕｣ｲ）と「5)資本｣5)とのまち

がった区別に転化させていることはまったく明白である。その根底にはま
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たしても「6)Circulation｣6)についての銀行業者の偏狭な観念7)があるの

である｡8)’

1）「等々〔etc.〕」－削除。

2）「「」および「」」－削除。

3）「「」および「」」－削除。

4）「「」および「」」－削除。

5）「「」および「」」－削除。

6）「「」および「」」－削除。

7）「銀行業者の偏狭な観念〔dengherzigebanker'sVorstellung〕」→「偏

狭な銀行業者的観念〔dieengherzigeBankiervorstenung〕」

8）挿入一「－」

画/335上/'),)Ｉ）については,鋤さらに次のような疑問も起こるで
あろう。いったいこのような《逼迫ｲ)の》時期に足りないものはなにか，

｢5)資本｣5)なのか，それとも「6)支払手段｣6)としての規定,性にある「7)貨

幣｣7)なのか？そして周知のように，これは１つの論争である。

1）〔手稿異文〕エンゲルスは鉛筆でページ欄外に，「334ページの終わりへ｣，

と書きつけている。

2）草稿の334ページ上半の末尾の前パラグラフに続く草稿の３３５ページの上半

では，「Ⅱこんどは、銀行業者の資本がなにから成っているかをもっと詳し

く考察することが必要である｣，として，エンゲルス版の第29章に利用された

部分が始まる。しかしマルクスは，そのあと３つのパラグラフを書いたのち，

「Ｉ）については〔ａｄｌ)〕,……」として，挿入的な３パラグラフを書いている。

この３パラグラフの左側には，インクで上下をやや右に折り曲げた縦線が引か

れて，この３パラグラフがひとまとまりのものであることを明示している。こ

こで言う「Ｉ」は，エンゲルス版の第２８章に利用された，草稿の３２８ページ

から始まる部分の第２パラグラフの最初に書かれている「Ｉ）」を指すものと

考えられる（この点については，拙稿「｢資本主義的生産における信用の役割」

（『資本論』第３部第２７章）の草稿について｣，「経済志林』，第５２巻第３．４

号，１９８５年，（27)－(28）ページを参照されたい)。そこでエンゲルスは，こ

の記述を第２８章の末尾に移したのである。本稿でも同じく，エンゲルス版の



｢流通手段と資本」（『資本論」第３部第28章）の草稿について２７３

第28章の末尾にあたるこの箇所に収めておくことにする。

3）「Ｉについては,」－削除。

4）「逼迫」－pressure→Ｋｌｅｍｍｅ

５）「「」および「」」－削除。

6）「「」および「」」－削除。

7）「「」および「」」－削除。

まず第１に，逼迫')が「地金の流出｣2)に現われるかぎりでは，要求さ

れるものが国際的支払手段だということは明らかである。ところが，国際

的支払手段としての規定性にある貨幣は，金属的現実'性にある金，それ自

身価値のある実体《(3)価値のかたまり)'１)》としての金である。それは同

時に「5)資本｣5)であるが，しかし商品資本としてのではなく，貨幣資本

としての資本であり，商品の形態にあるのではなく貨幣（６）しかもこの言

葉のすぐれた意味での貨幣7)であって，この意味では貨幣は一般的な世界

市場商品のかたちで存在する}6)の形態にある資本である。ここでは，貨

幣8)(9)支払手段としての)9)にたいする需要と資本にたいする需要とのあ

いだには対立は存在しない10)。対立は，貨幣という形態にある資本と商品

という画形態にある資本とのあいだにある。そして,資本がここで取
ることを求められている，そしてそれが機能するために取らなければなら

ない形態は，資本の貨幣形態なのである。

｢逼迫」－pressure→Ｋｌｅｍｍｅ

｢｢地金の流出｣」→「金流出」

Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｊ
 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
 

１
 

「（」→「，」

｢）」－削除。

｢「」および「」」－削除。

「｛」および「｝」→「（」および「）」

〔手稿異文〕ここに，「｝」と書いたのち，消している。

〔手稿異文〕ここに，「および」と書いたのち，消している。

「（」および「）」－削除。

｢存在しない」－existiren→vorliegen
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こうした地金の!)需要を度外視すれば，そのような逼迫期2)にはなんら

かの仕方で「資本」が不足している3)，と言うことはできない。(4)穀物騰

貴，綿花飢饅，等々のような異常な事情のもとではそういうこともありう

る。しかしそれは5)，けっしてこういう逼迫期の6)必然的な，または通例

の付随現象7)ではない。８)それゆえまた，貨幣融通〔mOnetaryaCCOm-

modation〕にたいする圧迫が存在することからこのような資本欠乏の存

在を結論することは，一見しただけでも9)できないのである。｝`)反対で

ある。市場は供給過剰になっている。「商品資本」は市場にあふれてい

る10)。だから，逼迫ＩＤの原因は，とにかく「１２)商品１３)資本の欠乏｣１２)では

ないのである。①この問題には他の諸点を片付けたのちにM)立ち返る。

①〔注解〕〔ＭＥＧＡ，Ⅱ/4.2,〕593-594ページおよび637-638ページを見よ。

１）「地金の〔vonbullion〕」→「金（または銀）への」

２）「逼迫期」→「恐｣慌期」

３）「｢資本」が不足している〔,,Kapital“istdeficient〕」→「資本が不足して

いる〔esmangeltanKapital〕」

４）「｛」および「｝」－削除。

５）「それは」→「これらは」

６）「こういう逼迫期の」→「そのような諸時期の」

７）「必然的な，または通例の付随現象」－einnothwendigerodregular

concomitant→notwendigeoderregelmaBigeBegleiter 

８）〔手稿異文〕ここに，「｝」と書いたのち，消している。

９）「一見しただけでも〔primafacie〕」→「最初から〔vonvornherein〕」

１０）「いる。「商品資本」は市場にあふれている〔,,Waarencapital“inundates

themarket〕」→「おり，商品資本であふれている〔mitWarenkapital

Uberschwemmt〕」

11）「逼迫」－pressure→Ｋｌｅｍｍｅ

ｌ２）「「」および「」」－削除。

13）「商品」－エンゲルス版でも強調されている。

14）「他の諸点を片付けたのちに」→「のちに」

（1993年１１月２０日）


